
恩
地
孝
四
郎
の
八
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て

は
じ
め
に

日
本
の
近
代
版
画
を
確
立
し
た
代
表
的
版
図
家
と
し
て
知
ら
れ
る

恩
地
孝
四
郎
は
、
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
五
四
年
ま
で
の
約
四
十
年

間
に
、
「
行
情
(
リ
リ
ッ
ク
)
」
と
題
す
る
版
画
作
品
を
数
多
く
制
作

し
て
い
る
(
l
)
。
「
行
情
」
と
は
彼
が
生
涯
を
か
け
て
精
力
を
注
ぎ
込

ん
だ
最
も
重
要
な
テ

i
マ
で
あ
り
、
同
シ
リ
ー
ズ
は
国
心
地
芸
術
の
根

幹
を
成
す
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
恩
地
が
そ
の

に
わ
た
っ
て
絶
え
間
な
く
〈

シ
リ
ー
ズ
を
制
作
し
続
け
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
九
一

0
年
代
に
多
数
の
作
品
を
生
み
出
し
て
い
た
恩
地
は
、

一0
年
代
に
入
る
と
同
シ
リ
ー
ズ
の
制
作
手
一
止
め
、

代
に
入
る
ま
で
「
行
情
」
と
題
す
る
版
画
作
品
の
制
作
を
完
全
に
中

断
す
る
の
で
あ
る

D

で
は
、
な
ぜ
回
心
地
は
一
九
二

0
年
代
に
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
強
い

拘
り
を
抱
い
て
い
た
〈
行
情
〉
シ
リ
ー
ズ
の
制
作
を
止
め
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
、
っ
か
。

そ
れ
は
、
こ
の
時
期
間
心
地
の
生
涯
に
と
っ
て
最
大
と
も
い
え
る
転

機
が
訪
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
転
機
を
も
た
ら
し
た
の

は
、
他
な
ら
ぬ
関
東
大
震
災
で
あ
る
。
東
京
を
大
混
乱
に
陥
れ
た
地

震
は
、
当
時
東
京
の
中
野
に
住
ん
で
い
た
恩
地
の
生
活
や
制
作
に
も

大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
竹
久
夢
二
ら
と
計
四
し
て
い
た
「
ど
ん
た

く
国
案
社
」
は
、
一
三
年
七
月
帝
国
ホ
テ
ル
で
発
会
式
ま
で
執

九

七完

楽

規

子

原

一九一一一
O
年

九



2 

り
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
始
動
直
前
に
頓
挫
(2)
、
恩
地
は
生
活

の
糧
を
仰向
る
た
め
鶴
見
花
月
間
少
女
歌
劇
部
に
就
職
し
(
3
)
、
仕
事

に
追
わ
れ
る
日
々
を
送
る
こ
と
と
な
る
。
大
震
災
前
ま
で
美
術
が
万

人
を
幸
福
に
す
る
と
い
う
白
磁
派
的
人
道
主
義
を
貰
い
て
き
た
思
地

の
芸
術
矧
も
、
「
美
そ
の
も
の
さ
へ
あ
っ
て
も
な
く
て
も
い
よ
(4
)

と
い
う
底
無
的
思
想
へ
と
変
化
す
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、

一
九

一
0

年
代
を
通
し
て
制
作
さ
れ
て
い
た
〈
行
情
〉
シ
リ
ー
ズ
は
中
断
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
に

一
九
二
四
年
頃
か
ら
登
場
し
た
の
が

本
論
で
探
究
す
る
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

本
シ
リ
ー
ズ
は
、
現
在
ま
で
本
格
的
に
調
査
さ
れ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
わ
ず
か
に
藤
井
久
栄
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
サ
ヴ

ァ
ト

・
ス

ウ
イ
ン
ト
ン
の
言
及
が
あ
る
の
み
で
?と
、
シ
リ
ー
ズ
の
全
体
像
も

明
確
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
ま
ず
第
一
章
で
〈
人
体
考

察
〉
シ
リ
ー
ズ
が
果
た
し
て
何
年
か
ら
何
年
ま
で
何
点
制
作
さ
れ
た

の
か
、
悶
心
地
の
作
品
ノ
l
ト
等
の
資
料
を
も
と
に
筆
者
が
行
っ
た
調

査
結
果
を
ま
と
め
、
基
本
的
な
事
実
を
確
認
し
た
い
。
そ
の
上
で
同

シ
リ
ー
ズ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
も
い
う
べ
き

「
考
察
」
あ
る
い
は

「考

祭
岡
」
と
い
う
言
葉
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
第
二
章
で
は
抽
象
表
現
を
採
り
入
れ
た
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー

ズ
が
一
九
二
0
年
代
に
台
頭
し
た
新
興
美
術
の
動
向
と
ど
の
よ
う
に

関
わ
り
な
が
ら
誕
生
し
た
の
か
を
検
討
し
、
美
術
界
全
体
に
お
け
る

恩
地
の
位
置
を
碍
認
す
る
。
ま
た
、
第一
二
章
で
は
同
シ
リ
ー
ズ
発
表

の
場
が
版
画
同
人
誌
と
日
本
創
作
版
画
協
会
展
に
限
ら
れ
て
い
た
と

い
う
点
に
、
任
目
し
、

一
九
二

0
年
代
の
創
作
版
画
運
動
の
状
況
と
恩

地
の
制
作
活
動
と
の
関
係
に

つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
以
上
の
考
察

を
通
し
て
、

図
心
地
の
一

九

一
0
年
代
の

「行
情
画
」
と
一
九
二
0
年

代
の

「
考
察
困
」
の
差
異
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、

間
作
品
群

を
誕
生
さ
せ
た
時
代
思
潮
の
相
違
も
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
考
え

る。

第
一

章

〈人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
と
そ
の
特
徴

〈人
体
考
察
〉

覧

囚
心
地
孝
四
郎
の
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
は、

こ
れ
ま
で
断
片
的

に
展
覧
会
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
総
作
品
数
が
何

点
で
あ
る
の
か
、
制
作
期
間
が
何
年
か
ら
何
年
ま
で
で
あ
る
の
か
等

そ
の
全
貌
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
、
f1: 
語え

自
身
が
最
初
は
続
き
ナ
ン
バ
ー
を
付
し
て
制
作
を
し
て
い
}
」う
と
い

う
意
図
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

他
の
連
作
版
画

〈
行
情
〉
や

〈
ポ
エ
ム
〉
の
よ
、
つ
に

一
つ
の
統

一
し
た
名
称
で
は
な
く

「人
体」



ゃ
「
人
体
部
分
」
「
人
体
考
察
」
な
ど
数
種
類
の
作
品
名
を
併
用
し

た
こ
と
が
そ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

思
地
が
「
人
体
考
察
」
を
連
作
と
し
て
明
係
に
'
怠
識
し
た
の
は
、

一
九
二
九
年
四
月
に
「
人
体
考
察
」
と

い
う
題
名
を
初
め
て
採
用

し
、
zoω
か
ら

2
0
2
ま
で
の
連
番
を
付
し
て

「
風
』
誌
上
で
発
表

し
た
時
の
こ
と
と
持
測
さ
れ
る
(
G
)
。
そ
れ
以
前
は
、
「
人
体
」
や

「男
の
首
」

「女
体
考
察
」
な
ど
、
作
品

一
点

一
点
に
対
応
す
る
形
で

題
名
が
付
さ
れ
て
お
り
、
連
作
と
し
て
の
性
格
は
隙
然
と
打
ち
出
さ

れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
在

一
般
に
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー

ズ
と
通
称
さ
れ
て
い
る
作
品
群
は
、
「人
体
考
察
」

と
い
う
題
名
が

付
さ
れ
た
も
の
と
そ
う
で
な

い
も
の
と
が
混
在
し
た
状
況
に
あ
る

(7
)
。

本
節
で
は
ま
ず
思
地
自
身
が
最
晩
年
に
議
き
記
し
た

「木
版
画
製
作
覚
書
」
(
以
下
「
作
品
ノ

l
ト
」
と
略
述

)

(
8

)

を
手
掛

か
り
に
、
関
東
大
震
災
か
ら
一
九
二
九
年
ま
で
の
人
体
を
モ
チ
ー
フ

と
す
る
作
品
の
分
類
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。
「
作
品
ノ

l
ト
」
に

は
、
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
次
の
よ
う
な

メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、

3 

間
同
民
間

新
[
版
か
?
]
協
展
に
出
品
分

一
連
を

Z
。
・H

「風
」
に
掲
載
の

一
連
を

2
0
・N

新

{
版
か
?
]
協
会
分
の
大
型
一
枚
闘
を

Z
0
・ω

個
展
の

「生
体
」
ト
ル

ソ
を

Z
。
・品

以
上
に
呼
び
改
め
る。

メ
モ
と
実
作
品
を
対
応
さ
せ
る
前
に
、
ま
ず
こ
の
メ
モ
そ
の
も
の

に
つ
い
て
の
検
討
を
行
お
う
。
思
地
の
版
画
家
と
し
て
の
活
動
を
考

慮
し
つ
つ
分
析
す
る
と
、
以
下
の
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る。

①

「

ヨ
を
5

Z
c
と

の
「
生
体
ト
ル
ソ
」
は
一
九
五

O
年
に
開

催
さ
れ
た

「
凶
心
地
孝
四
郎
新
作
版
画
展
」
(
九
月
二
十
二
日
1

二
寸
八
日

日
本
橋

一
二
越
)
に
出
品
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の
メ
モ
は

一
九
五
O
年
以
後
に
舎
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。

② 

「日
り-mc
z
Z
0・と
か
ら
「
司
伝
に
お

Z
0・
品
」
ま
で
は
お
よ
そ
制

作
年
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
思
地
の
他
の

連
作
版
聞
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
年
代
順
に
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

① 

「
司
何
日
刊
」
と
い
う
の
は
お
そ
ら
く
人
体
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
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抽
象
作
品
を
指
し
示
す
題
名
で
あ
り
、

メ
モ
に
思
地
が

「
呼
び

改
め
る
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
点
(
一
九
五
O
年

で
思
い
付
い
た
新
し
い
名
称
で
あ
る
。

④ 

「明記
E
E
Z
0・
と
と
「
p
m
c
B
Z
0
・ω
」
の
欄
に
書
か
れ
て

い

る
「
新
(
版
)
協
展
」
「
新
(
版
)
協
会
」
は
お
そ
ら
く
、
「日

本
創
作
版
画
協
会
展
」
と
「
日
本
創
作
版
画
協
会
」

の
略
語
を

一
不
す
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、

の
版
回
同

「
日
り

】
ぬ
己
門
巾

Z
0・N
」

人
誌
『
風
』

以
前
に
思
地
が
人
体
に
閲
す
る
作
品
を
出
品
し
て

い
た
の
は
日
本
創
作
版
困
協
会
展
以
外
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で

あ
る
。

彼
は
第
二
回
日
本
創
作
版
画
協
会
展

jし

実
際
、

O
年
)

に
《
人
体
》
《
人
物
》
、

(
一
九
二
一
年
)

に

第
三
回
展

《
人
体
V

《
人
物
》
、

(一

九
二
二
年
)

に

《
人
物
》

第
四
回
展

一一一白…、

第
六
回
展
(
一
九
二
山
年
)

に
《
人
貌
》
《
人
体
》
を

出
品
し
て
い
る
(
9
)
。
日
本
創
作
版
画
協
会
展
以
外
、
〈
人
体
考

察
〉
シ
リ
ー
ズ
を
出
品
で
き
る
よ
う
な
団
体
展
は
他
に
な
か
っ

た。

① 

「F
m
c
B
Z0
・M
」
の
欄
に
あ
る
「
風
」
と
は
、
一
九

二
七
年

十
月
か
ら
津
田
伊
四
郎
が
発
行
し
た
版
画
同
人
誌
で
、
思
地
が

そ
の
装
帥
い
か
ら
編
集
ま
で
担
当
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
(
目
。

思

地

は

『

風

』

(

一

九

二
七
年
十
月
)
に

《
男
の
首
Y

-
Iコ
マゴ

二
号
(
一
九
二
七
年
十
二
月
)
に
《
裸
体
の
あ
る
風
景》

と
い

う
人
体
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
抽
象
的
作
品
を
掲
載
、
そ
の
後

『
風
』
再
刊
一
号
(
一
九

二
九
年
四
月
)
で

《
人
体
考
察

Z
0
・S
か
ら
《
人
体
考
察
Z
c
・3
の
連
作
を
発
表
し
て
い
る
。

「明日
何
C
5
2
0・
ど
は
こ
れ
ら
の

「風
』
掲
載
分
を
一
括
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥ 

「
同
り
お

C
5
2
0・h

生
体
ト
ル
ソ
」

は
前
述
し
た
よ
う
に
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
に
作
ら
れ
た
抽
象
作
品
で
あ
る
。

一
九
五
O

年
の
個
展
で
は
(
心
象
Z
0・m
生
体
ト
ル
ソ
》
と
い
う
題
名
で

出
品
さ
れ
た
が
、

「
作
品
ノ
l
ト
」
に
貼
付
さ
れ
て
い

図
心
地
の

る
展
覧
会
目
録
に
は
「
日
り
お
に
門
町
一

Z

O
EKH」

と
い
う
白
第
十
の
書
き

込
み
が
あ
る
。

つ
ま
り
、

「明記戸』円
σ
Z
o
h
F」
と
「
心
象

2
0・ω
」

は
同

一
の
作
品
で
あ
る
。

以
上
、
①
白
か
ら
①
ま
で
の
事
項
を
考
慮
し
た
上
で
、
囚
心
地
の
作
品

メ
モ
と
図
械
の
判
明
し
て
い

る
現
存
作
品
と
を
対
応
さ
せ
た
の
が、

次
頁
に
掲
げ
る

T
E
m
Z
5
v
と

〈
人
体
考
察
〉

一
覧

]
で
あ
る
。

恩
地
の
メ
モ
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
時
期
同
傾
向
の
人
体

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
抽
象
的
作
品
が
他
に
も
現
存
す
る
の
で
、

ら
も
表
中
に
分
類
し
て
収
め
た
。

こ
れ
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[くFigure>と<人体考察> 覧]

Figure 作品 名 発表年Fl 出品11庇". je¥il&ict 図版No

人体 1924王F 第 6@1日本創作版図i協会展 (1 ) 

No. 1 人貌 lj イシ

人体少久 19251[' 5 sJ f誌とj仮面iJ11号 ( 2 ) 

女手~考察 1927{F 3 sJ fiJJ'J 3号 ( 3 ) 

男の首 1927'<1'.10月 fRllj 1号、第 8@IJ阪国i協会)II' (4 ) 

浴室!HifJ 19281f.3 fl fHANGAj 13号、第 81Ii1版画

協会反
保体のある忠芳、 1927'<112fl fJ<l¥¥j 2号

人体考察 No.3 1929'<1'.4 fl I風Jjヰ1'111号 ( 5) 

No. 2 
1xつけたる

人件、考察 No.4 'i'J! /， イシ ( 6 ) 

人体考察 No.5病 // /， 

人体考察 No.6 J陶 /， // 

人体考察 No.7 i!jii /， 。

人体考祭 No.8背 1929ir'lUI f版画j3号

人体部分(JI主) 1929{!' 1 fl 第 9@I日本創作版iiliil協会民 (8 ) 
[人件、考察(11同)l

人体部分(車i) 1929壬ドか 不[lfj (9 ) 
[人体考 察(屑)]

No.3 人体部分(!仰) 1929年か 不IjEJ
[人体考察(制)]

人体部分(髪) 19295[か 不fjfJ
[人体考祭 (髪)J

人体部分(JI旬) 1929年か 不fY'j

No. 4 生体トル ソ 1950'<r 1950"下側展
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「百
四
日
巾
Z
0
・と
は
日
本
創
作
版
画
協
会
第
六
回
展
出
品
作

《
人

体
》
(
日
)
〈
人
貌
〉
(
ロ
)
、
そ
の
他
協
会
展
に
は
出
品
さ
れ
な
か
っ
た
が

同
時
期
に
版
画
集
『
詩
と
版
画
』
に
発
表
さ
れ
た
同
傾
向
の
作
品

《
人
体

・
少
女
Y
U
)
が
あ
る
。

「司
-m
C
5
2
0
・N
」
は
本
人
の
メ
モ
に
あ
る
よ
う
に
、
版
画
誌

『瓜
』
に
掲
載
さ
れ
た
一
連
の
抽
象
作
品
で
あ
る
。
『
風
』

一
号
の

《
男
の
首
V

と
二
号
の
《
裸
体
の
あ
る
風
景
》
に
は
「
人
体
考
察
」

と
い
う
名
称
は
付
い
て
い
な
い
も
の
の
、
円風
」
再
刊

一
口一
勺
の
「
人

体
考
察
」
連
作
が

「Z
0
・ω
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
を
「
人
体
考
察
」
の

Z
o
y
Z
0・N
と
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
『風
』
連
作
の
続
き
と
し
て

『版
図
』

三
号
に

《
人
体

考
察

zo
S
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
(は
)。

な
お
、
「
風
』
の
前
身
誌

『港』

一-一
号
に

《
女
体
考
察
》
(
目
、

『出
〉
Z
の
と

十
三
号
に

《
浴
室

午
前
》(日
)と
い
う
同
傾
向
の
作
品
が
あ
る
の
で
こ
れ
ら
も
こ
こ
に
含

め
る
こ
と
と
す
る
。

「司】
m
C
5
2
0・ω
」
は
、
「司
-m
cB
Z
0・N
」
の
次
に
来
て
い
る
と
い

う
点
か
ら
、
年
代
的
に
も
「
風
』
と
同
時
期
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
も

後
の
時
期
の
日
本
創
作
版
聞
協
会
展
に
出
品
さ
れ
た

「人
体
」
を
題

材
と
す
る
作
品
で
あ
る
。
相
当
す
る
作
品
と
し
て
、
第
七
回
展

(一

九
二
七
年
)
の
《
胸
》
《
人
物
》
、
第
八
回
展
(
一
九
二
八
年
)
の

《
男
の
首
》《
午
前
浴
室
》
、
第
九
回
展
(
一
九
二
九
年
)
の
《
人
体

部
分
(
腹
)
》
が
挙
げ
ら
れ
る
が
(
立
、
思
地
が
メ
モ
に
「
大
型
一
枚

画
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
中
で
も
特
に
他
の
作
品
よ
り

サ
イ
ズ
の
大
き
い
《
人
体
部
分

(腹
)
V

を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る

(
5。
同
作
品
は
、
因
心
地
が
の
ち
に

「腹
の
所
で
は
た
う
と
う

胃
袋
を
か
い
た
」
(目
と
証
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
東
京
国

立
近
代
美
術
館
所
蔵
の
《
人
体
考
察

(胴
)
》
と
同

一
の
も
の
に
ほ

ぼ
間
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
制
作
年
は
一
九
二
七
年
で
は
な
く
一

九
二
九
年
で
あ
り
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
サ
イ
ズ
同
傾
向
の
連
作
《
人
体

考
察
(
肩
)
》
〈
人
体
考
察
(
脚
)
》
《
人
体
考
察
(
髪
)
〉
(
い
ず
れ
も

東
京
国
立
近
代
美
術
館
所
蔵
)
、
《
人
体
考
察
(
胸
)
》
も
作
品
名
は

「
人
体
考
祭
」
で
は
な
く
「
人
体
部
分
」
で
あ
り
、
制
作
年
も

一
九

二
九
年
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
あ
)
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
後

で
詳
述
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

「考
察
」
と
い
う
題
名
は
版
画
同
人

誌
掲
載
作
品
に
の
み
使
用
し
た
可
能
性
が
高
い

の
で
、
本
論
で
は

「明日
c
お
Z
0
・ω
」
に
含
ま
れ
る
作
品
を
「
人
体
部
分
」
(
制
作
年

一
九

二
九
年
)
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

以
上
考
察
し
た
よ
う
に
、
関
東
大
震
災
後、

一
九
二
0
年
代
に
思

地
が

「
人
体
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
つ
つ
制
作
し
た
絵
画
の
中
で
〈
人

体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
と
呼
び
う
る
作
品
を
経
理
す
る
な
ら
ば
、
作
家



の
メ
モ
に
残
さ
れ
て
い
た

「
ヲ
宮
3
2
0
・と
か
ら
「
出
雲
5
2
0・ω
」

に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
十
八
点
の
版
回
が
挙
げ
ら
れ
、
制
作

4

は

一
九
二
四
年
か
ら

一
九
二
九
今
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
(
む
。

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
川
川
を
〈
人
体
考
』
祭
〉
シ
リ
ー
ズ
と

一
括

し
た
上
で
、
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

「汗
情
画
」
か
ら

「考
察
画
」
へ

〈
人
体
考
察
〉
シ
リ

l
ス
の
最
も
重
要
な
特
徴
は
、
悶
心
地
が
採
用

し
た
「
考
察
」
と
い
う
一言
葉
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼

が
一
九
山
二
年
に
出
版
し
た
随
筆
集
「
工
房
総
記
』
の
中
で
使
用
し

た
「
心
象
回
」

「
行
情
回
」
「
考
察
画
」
と
い
う
言
葉
を
適
用
す
る
な

ら
ば
(
呂
、
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
を
境
に
恩
地
の
作
品
は
、

一
九
一

0
年
代
の
「
行
情
回
」
か
ら
一
九
二

0
年
代
の
八
人
体
考

察
〉
シ
リ
ー
ズ
に
見
る

「考
察
画
」
へ
と
移
行
し
て
お
り
、
こ
の

「
考
察
回
」
が

一
九
二
0
年
代
の
思
地
芸
術
を
研
究
す
る
上
で
の

キ
l
ワ
l
卜
と
な
る
の
で
あ
る
。

7 

「
行
情
画
」

か
ら

「考
察
画
」
へ
の
転
換
の
背
景
に
は
い
く
つ
か

の
内
的
お
よ
び
外
的
要
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
重
要

な
の
は
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
の
影
響
で
あ
る
。
前
項
で
概
観

し
た
よ
う
に
、
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
は
一
九
二
四
年
か
ら

二
九

年
の
六
年
間
に
少
な
く
と
も
十
八
点
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
前
半
の

一
九
二
四
年
か
ら

二
六
年
の
間
に
は
《
人
体
》

(図
l
)

《
人
貌
》
と
〈
人
体
少
女
》
(図
2
)
を
含
む
わ
ず
か

三
点
し
か
制

作
さ
れ
て
い
な
い
。
同
時
期
は
関
東
大
震
災
後
の
混
乱
期
で
、
年

一

回
の
剖
合
で
開
催
さ
れ
て
い
た
日
本
創
作
版
画
協
会
展
も
一
九
二
五

今
、
一
九
二
六
年
と
活
動
を
中
止
し
て
い
る
。
ま
た
、
思
地
個
人
に

と
っ
て
も
、
竹
久
夢
二
ら
と
計
画
し
て
い
た
「
ど
ん
た
く
図
案
仕
」

が
、
提
挑
し
た
金
谷
印
刷
所
倒
填
の
た
め
解
散
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

上
に
、
「
震
災
で
聞
か
き
な
ど
飯
が
食
へ
な
く
な
る
と
あ
は
て
」
て

五
)
、
鶴
見
花
月
園
少
女
歌
劇
部
に
勤
め
始
め
る
な
ど
、
震
災
に

よ
っ
て
生
活
が
大
き
く
揺
す
ぶ
ら
れ
た
時
別
で
あ
っ
た
。
恩
地
の
回

想
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
三
年
か
ら
二
五
年
ま
で
の
三
年
間
‘
鶴
見
花

月
固
に
勤
め
、
舞
台
の
背
景
摘
さ
や
台
本
金
聞
き
、
演
出
、
作
曲
な
ど

を
担
当
し
た
と
い
う
(担
。

こ
の
よ
う
な
生
活
よ
の
変
化
が
作
用
し
た
の
か
、
彼
の
制
作
意
欲

は
こ
の
数
年
間
、
こ
と
の
ほ
か
落
ち
込
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

れ
は
、

一
九
二
七
年
に
美
術
記
者
と
交
わ
し
た
談
話
の
中
で
発
し

た
、
「
画
な
ん
か
か
い
て
ゐ
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
僕
に
は
い
ま
内
も

外
も
地
震
当
時
と
同
じ
に
な
っ
て
ゐ
る
ん
で
」
と
か
「
聞
を
の
ん
き

な
顔
を
し
て
か
く
気
が
し
な
い
」
と
い
う
一
苦
楽
に
窺
う
こ
と
が
で
き
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ょ
う
(
話
。
さ
ら
に
、
同
文
中
の
「
美
術

・
芸
術
が
世
を
救
う
様
な

こ
と
を
考
え
た
こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
は
と
て
も
そ
ん
な

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
し
、
「
美
そ
の
も
の
さ
え
あ
っ

て
も
な
く

て
も
い
い
様
な
気
が
し
て
」

い
る
と
い
う
思
地
の
言
葉
は
、
震
災
を

境
と
し
て
彼
の
制
作
を
支
え
る
芸
術
観
に
も
重
大
な
変
化
が
起
こ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
(
否
。
恩
地
が
、
こ
の
二
、

三
年
間
は
展
覧

会
も
見
る
気
に
な
ら
ず
、
「
生
活
と
い
ふ
も
の
も
あ
っ
て
も
な
く
て

も
い
い
も
の
の
や
う
な
気
が
す
る
」
と
言

っ
た
よ
う
に
(在
、
関
東

大
震
災
以
後

一
九
二
七
年
頃
ま
で
は
、
芸
術
も
生
活
も
何
も
か
も
ど

う
で
も
い
い
と
い
う
よ
う
な
非
常
に
ニ
ヒ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
心
情
に

な
っ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
関

東
大
震
災
前
、
図
心
地
が
信
奉
し
て
い
た
白
様
派
的
芸
術
線
、
真
善
美

が
万
人
の
幸
福
を
実
現
す
る
と
い
う
人
道
主
義
的
芸
術
観
に
亀
裂
が

生
じ
た
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

関
心
地
は
、
関
東
大
震
災
以
後
し
ば
ら
く
、
一
九
一

0
年
代
に
展
開

し
た

「
好
情
間
」
の
制
作
を
'
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

一

九
三

0
年
代
の

〈
楽
山
に
よ
る
行
情
〉
シ

リ
ー
ズ
で
再
開
す
る
ま

で、

「行
情
」
か
ら
ま
っ
た
く
遠
ざ
か
っ
た
。

実
際
、
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
自
由
主
義
を
反
映
し
た

「行
情
」
や
「
感
情
」
と
い
う
言

葉
は
、
白
悌
派
に
代
表
さ
れ
る
非
常
に
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
な

芸
術
観
を
表
し
た
も
の
で
、
震
災
に
よ
る
社
会
不
安
の
た
め
に
反
動

的
風
潮
が
強
ま
る
一
方
で
急
激
な
都
市
化
を
遂
げ
る
「
帝
都
」
東
京

に
は
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
た
し
、
生
活
に
追
い
立
て
ら
れ

る
思
地
他
人
に
と
っ
て
も
違
和
感
の
あ
る
も
の
と
な

っ
て

い
た
の
で

あ
ろ
う
。
震
災
を
契
機
と
し
て
恩
地
の
目
は
自
己
の
内
部
か
ら
外
の

社
会
へ

と
、
自
己
の
内
的
感
情
を
描
く
こ
と
か
ら
新
し
い
社
会
に
お

け
る
人
体
表
現
を
探
究
す
る
こ
と
へ

と
移
り
、
「
行
情
画
」
は
「
考

察
画
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ

ろ
で
、
思
地
の
使
っ
た
「
考
察
」

と
い
う
言
葉
は
、
芸
術
作

品
に

つ
け
る
題
名
と
し
て
は

一
般
的
な
も
の
で
は
な

い
。
恩
地
が

一

九

一
0
年
代
に
採
用
し
た

「
汗
情
」
も
や
は
り
当
時
の
絵
画
作
品
の

題
名
と
し
て
は
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、
同
時
代
の
文
学
等
か
ら
示
唆

を
受
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
誕
生
し
た
も
の
で
あ

っ
た
(空
。
そ
れ
で

は

「考
察
」
と

い
う
言
葉
の
典
拠
を
彼
は
ど
こ
に
求
め
た
の
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
意
味
合
い
を
込
め
て
使
っ
た
の
か
。
筆
者
が
現
在

ま
で
調
査
し
た
範
囲
で
は
、
「
考
察
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
た
他
の

作
家
の
作
品
例
は
見
出
せ
な
か

っ
た
。

し
か
し
、

発
想
を
転
換
し
て

み
れ
ば
、

「考
祭
」
と
は
英
語
で

い
う
と
こ
ろ
の

3
2身
」
で
あ

り
、
「
ω
E身
」
と
い
う
言
葉
を
他
の
日
本
語
に
訳
せ
ば

「習
作
」
と

も
な
る
。
実
際
、
図
心
地
が

『工一
房
矧
記
』
の
中
で
人
体
を
題
材
と
し
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て
選
ぶ
こ
と
は
「
習
練
」
の
た
め
で
あ
り

「修
業
」
の
た
め
で
あ
る

と
述
べ
た
よ
う
に
(
虫
、
人
体
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
問

シ
リ
ー
ズ
に
は
「
習
作
」
と
し
て
の
意
識
が
強
く
働
い
て
い
た
こ
と

も
碍
か
で
あ
る
。

「画
で
人
体
を
扱
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
習
練
の
た
め
で
あ
る
。

む
ろ
ん
制
作
に
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
な
い
が
、
あ
の
人
体

の
構
成
す
る
形
、
相
関
連
す
る
機
構
の
微
妙
さ
、
形
と
形
の
述

り
や
反
発
、
少
し
の
動
き
に
も
移
る
形
態
の
捕
捉
の
む
つ
か
し

さ
。
又
色
の
法
で
も
、
と
み
れ
ば
ま
た
別
の
色
と
も
見
え
る
陸

祁
な
こ
ま
か
い
色
の
組
成
、
影
と
光
の
つ
く
る
特
異
さ
、
等
々

と
、
ま
こ
と
に
形
色
と
激
し
く
取
組
む
修
業
な
の
で
あ
る
。
」

し
か
し
、
恩
地
が
「
習
作
」
で
は
な
く
「
考
察
」
と
い
う
一
言
葉
を

敢
え
て
選
択
し
た
の
に
は
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ

り
、
こ
の
点
に
彼
の
独
自
性
が
隠
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

一
般
に
、

「人
体
考
察
」
で
は
な
く
「
人
体
習
作
」
と
い
え
ば
、

他
の
多
く
の
洋
画
家
た
ち
が
制
作
す
る
人
物
デ
y
サ
ン
、
し
か
も
写

実
的
描
写
を
目
指
し
た
人
体
像
、
裸
婦
像
を
思
い
浮
か
べ
る
の
が
普

通
で
あ
る
。
だ
が
、
思
地
の
意
図
し
た
も
の
は
そ
の
よ
う
な
人
物

デ
ッ
サ
ン
を
制
作
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

一
九
二
九

年
四
月
、
彼
が
『
風
」
詞
刊
一
号
誌
上
で
版
画
〈
人
体
考
察
〉
シ

リ
ー
ズ
と
同
時
に
発
表
し
た

「
人
体
考
察
に
つ
け
る
困
説
」

に
表
れ
て
い
る
。

「わ
が
眼
つ
ね
に
人
を
み
る
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
頭
に
当
然
新

し
き
人
体
を
組
織
す
る
。
美
術
に
於
て
写
形
を
能
事
と
す
る
の

蒙
昧
は
既
に
廃
棄
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
美
術
の
原
始

状
態
に
過
さ
ぬ
。
記
録
的
意
味
に
於
い
て
の
み
美
術
を
創
ら
ふ

と
い
ふ
こ
と
は
余
り
に
能
力
の
監
禁
だ
。
写
形
を
超
え
て
美
を

生
か
し
て
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
豊
に
す
る
。
あ
る
時
に

は
わ
れ
ら
の
美
識
を
以
て
人
体
を
解
体
し
、
あ
る
時
は
考
察
の

綜
合
を
以
て
そ
れ
を
組
織
す
る
。
そ
の
間
何
の
写
形
に
よ
る
の

必
要
が
あ
ら
ふ
。
」
(哲

こ
の
文
章
に
よ
れ
ば
、
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ス
制
作
の
目
的
は
、

「
新
し
き
人
体
を
組
織
」
し
表
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
方
法
は

「
写
形
」
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
「
人
体
を
解
体
」
し

「考
察
の
綜

合
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
人
物
デ
ッ
サ
ン
を
写
実
的

に
行
う
こ
と
で
は
な
く
、
新
し
い
時
代
に
即
し
た
人
体
を
抽
象
形
態

を
用
い
て
表
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
差
異
を
明
示
す
る
た
め

に
、
彼
は
「
考
察
」
と
い
う
一
言
葉
に
拘
り
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
一

九
二
四
年
か
ら
二
九
年
に
か
け
て
制
作
さ

れ
た
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
の
特
徴
は
「
考
察
国
」
と
い
う
言
葉

に
明
瞭
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に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
作
家
の
感
情
を
主
観
的
に
表
し
た
一
九
一

0
年
代
の

「行
情
画
」
と
は
異
な
り
、
人
体
の
造
形
的
分
析
に
重
点

を
置
い
た
、
作
家
の
研
究
的
制
作
態
度
を
示
す
実
験
的
要
素
の
強
い

作
品
群
だ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

〈人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ス
の
特
徴

そ
れ
で
は
、
「
考
察
回
」
と
し
て
成
立
し
た
〈
人
体
考
察
〉
シ

リ
ー
ズ

に
は
ど
の
よ
う
な
造
形
的
特
色
が
見
ら
れ
る
の
か
、
作
品
に

即
し
て
検
討
し
た
い
。

ま
ず
題
材
に
つ
い
て
見
る
と
、

『
感
情
』
時
代
の
人
体
作
品
が

も
っ
ぱ
ら
女
体
に
限
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
〈
人
体
考
察
〉
の

題
材
に
は
男
性
の
肉
体
が
加
わ

っ
て

い
る
の
が
一
つ
の
特
徴
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、

《
男
の
首
》
(
凶
4
)
は
ざ
つ
く
り
と
し
た
彫
り
の

痕
を
残
し
て
男
性
の
首
の
遣
し
さ
を
明
快
に
表
し
た
も
の
で
あ
る

し
、
《
人
体
考
察

Z
0・仏
顕
》
(
図
6
)
や
《
人
体
考
察

Z
0・切
声
明
》
(
図

7
)

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
画
に
添
え
ら
れ
た
詩
「
勇
勤
な
る

し

か

も
柔
挽
な
る
微
妙
な
存
在
」
、
「こ

こ
は
潤
達
な
る
広
場
あ
か

る
い
遊
戯
健
康
な
太
陽
が
そ
こ
に

再
生
す
る
」
(引
)と
対
応
さ
せ

て
見
る
な
ら
ば
、
骨
格
の
が
っ
し
り
し
た
男
性
の
健
康
休
を
連
想
さ

せ
る
。
こ
の
よ
う
な
男
性
の
肉
体
を
画
題
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
問
シ
リ
ー
ズ
は
男
性
・
女
性
・
少
女
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

作
品
群
と
成
り
得
た
し
、
造
形
的
に
も
女
体
で
盛
ん
に
使
用
さ
れ
る

円
形
や
弧
ば
か
り
で
な
く
三
角
形
や
四
角
形
な
ど
多
様
な
形
態
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
恩
地
の
意
図
す
る
と

こ
ろ

が
、
「
感
情
」
時
代
の
女
体
に
対
す
る
情
欲
に
触
発
さ
れ
る
と
こ
ろ

が
あ

っ
た
主
観
性
の
強
い
「
行
情
面
」
か
ら
、
人
体
を
構
成
す
る
形

態
の
把
握
に
重
点
を
置
い
た
、
よ
り
目客
観
的
な

「
考
察
間
」
へ
と
転

換
さ
れ
た
結
果
だ
と
も
い
え
る
。

も
っ
と
も
全
体
の
割
合
か
ら
見
れ
ば
、
男
性
よ
り
女
性
の
体
を
対

象
と
し
た
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
一
般
に
芸
術
の
題
材
と
し
て
男

性
よ
り
女
性
を
採
り
上
げ
る
こ
と
の
多
い
理
由
に
つ
い
て
思
地
自
身

が
、
「
殊
に
女
体
が
多
く
撰
ば
れ
る
と

い
う
の
は
、

形
の
な
か
で
の

美
し
さ
の
豊
富
な
、
円
味
に
於
て
、
そ
れ
が
富
み
、
さ
ま
ざ
ま
に
変

転
す
る
円
の
追
求
に
、
形
美
の
秘
を
会
得
す
る
」
(
さ
か
ら
だ
と
説
明

す
る
よ
う
に
、

『感
情
』
時
代
の
《
女
体
に
つ
い
て
》
面
白
な
ど

で
多
用
さ
れ
た
円
形
や
弧
が
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
に
引
き
継
が

れ、

《
女
体
考
察
》
(
凶
3
)
な
ど
女
性
の
体
を
題
材
と
し
た
作
品
中

で
様
々
に
変
転
す
る
円
形
と
し
て
登
場
し
て
く
る
。
胸
や
瞥
部
な
ど

丸
み
を
市
び
た
女
体
に
お
け
る
形
態
的
一
面
白
さ
、

美
し
さ
が
思
地
に

感
動
を
も
た
ら
し
、
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
の
作
因
の

一
つ
を
形



成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
造
形
的
特
色
と
し
て
、
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
の
作
品
が

い
す
れ
も
、
平
面
的
で
浅
い
奥
行
き
を
持
つ
国
国
構
成
を
採
用
し
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
思
地
が
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
お

い
て
、
『
感
情
』
時
代
の
未
来
派
に
影
響
さ
れ
た
線
描
表
現
で
は
な

く
、
一
聞
の
連
続
と
重
な
り
合
い
で
画
面
を
構
成
し
て
い
る
た
め
で
あ

ろ
う
。
大
小
の
円
と
弧
、
長
方
形
、
直
線
の
組
合
せ
を
自
由
自
在
に

変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
問
、
ン
リ

i
ス
の
ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
成

立
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
な
ら
ば
、
〈
人
体

考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
は
大
ま
か
に
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
一
つ
は
人
間
の
か
ら
だ
全
体
か
ら
受
け
た
印
象
を
表
現
し

た
構
成
的
傾
向
の
強
い
作
品
折
、
も
う

一
つ
は
人
体
の
一
部
を
切
り

取
っ
て
、
そ
の
構
造
を
探
究
し
よ
う
と
す
る
分
析
的
意
識
の
強
い
作

品
計
で
あ
る
。
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第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
、

一
九
二
凹
年
か
ら
二
八
年
す
な
わ
ち
〈
人

体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
前
期
に
制
作
さ
れ
た
作
品
が
中
心
で
、
長
方
形

の
困
而
全
体
に
円
形

・
弧
・
直
線
等
を
構
成
的
に
配
置
し
、
人
体
の

構
造
と
い
う
よ
り
も
人
体
に
見
ら
れ
る
形
態
の
リ
ズ
ム
や
律
動
を
表

現
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
〈
人
体

・
少
女
》

(図

3
)
の
赤
を
基
調
と
し
た
動
き
の
あ
る
構
図
、
《
人
体
考
察

Z

。ω
衣

の
幾
何
学
的
形
態
を
等
間
隔
に
配
し
た
リ
ズ
ミ

カ
ル
な
岡
市
な
と
に
そ
の
特
徴
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
一
九
二

0
年

代
に
思
地
が
ど
の
担
任
度
ま
で
版
聞
の
構
成
的
特
質
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
彼
が

一
九
五
五
年
に
執
筆
し
た
「
新

し
い
版
回
の
技
法
」
の
次
の
一
節
は
、
ま
さ
に
〈
人
体
考
察
〉
シ

リ
ー
ズ
の
こ
の
側
面
を
説
明
す
る
も
の
と

い
え
よ
う
。

「
版
回
は

一
版
の
は
別
と
し
て
将
に
構
成
的
で
あ
る
。
(中
型
数

版
で
組
立
て
ら
れ
る
の
は
、
字
義
一
必
り
構
成
で
あ
る
。
(中
世
新

松
田
、
殊
に
構
成
派
風
な
も
の
は
、
正
に
こ
の
版
画
の
構
成
的

過
程
に
極
め
て
自
然
に
快
適
に
釆
る
こ
と
が
出
来
る
。
言
葉
通

り
構
成
で
あ
る
。
構
成
困
は
み
ん
な
版
画
で
や
る
と
い
い
。
す

る
と
塗
り
分
け
な
ど
と
い
う
つ
ま
ら
ん
労
働
は
消
え
失
せ
る
。

四
を
梢
成
す
る
要
素
が
字
義
通
り
構
成
さ
れ
る
の
だ
。
」

砕
か
に
思
地
の
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ

i
ス
は
、
一
版
一
色
の
作
品

よ
り
も
《
人
体
少
女
》
(
三
版
一-
一
色
)
や
《
人
体
考
察

Z

。'ω
衣

つ
け

た
る
》
(
二
版
二
色
)
の
よ
う
に
、

二
版
、
三
版
と
版
を
重
ね
る
過
程

を
通
過
し
た
竹
口
山
の
方
が
、
よ
り
楠
成
的
特
質
が
強
く
出
て
い
る
。

一
方
、
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
作
品
は
、
一
九
二
九
年

に
「
人
体
考
察
」
あ
る
い
は

「
人
体
部
分
」
と
称
し
て
発
表
の
始

ま
っ
た
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
『
風
』
掲
載
の
〈
人
体

つ
け
た
る
》
(
図
5
)
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考
察
〉
連
作
、
大
型
版
画
「
人
体
部
分
」
で
は
、
「
肩
」
「
胸
」

「
脚
」
な
ど
人
体
の
一
部
分
を
抽
出
し
て
、
そ
の
構
造
を
描
こ
う
と

す
る
志
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
特
に
「
人
体
部
分
」
連
作
で
は
、
人

体
の

一
部
分
を
画
面
の
中
心
に
大
き
く
描
き
、
背
景
を
ま
っ
た
く
排

除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
制
作
目
的
が
人
体
構
造
の
考
察
で
あ

る
こ
と
を
明
雌
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
抽
象
表
現

を
採
り
入
れ
つ
つ
も
人
体
の
具
象
的
形
体
を
あ
る
程
度
ま
で
残
し
た

も
の
で
、
人
体
の
ど
の
部
分
を
考
察
対
象
と
し
た
も
の
か
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
胴
体
の
骨
格
と
腕
と
を
肩
の
閲
節
で

つ
な
い
だ
《
人
体
部
分
(
肩
)
》
(
図
9
)
は
人
体
の
形
体
が
最
も
分

か
り
易
く
示
さ
れ
た
例
で
、
藤
井
久
栄
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
人
体

の
'組
織
を
解
体
し
、
再
構
成
し
て
、
骨
と
骨
、
口
(
円
と
筋
肉
の
相
関
詰

抗
を
円
や
四
角
、
二
一角
を
組
み
合
せ
て
表
現
」(
お
)し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
造
形
上
の
特
徴
は
、
囚
心地
の
中
で
「
人
体
を
考
察
す

る
」
と
い
う
分
析
的
意
識
が
高
ま
っ
て
い
く
の
と
連
動
し
て
現
れ
た

も
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て

「人
体
考
察
」
と
い
う
題
名
を
正
式
に

使
う
よ
う
に
な
っ
た
一
九
二
九
年
の
作
品
群
に
顕
著
に
児
ら
れ
る
特

徴
と
い
え
る
。

「顔
」

最
後
に
色
彩
に
つ
い
て
見
る
と
、
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ

l
ス
に
使

用
さ
れ
て
い
る
色
は
、
黒
、
灰
色
、
茶
色
、
黄
土
色
な
ど
モ
ノ
ト

l

ン
に
近
い
色
彩
か
あ
る
い
は
茶
系
の
落
ち
着
い
た
色
が
主
体
で
、
非

常
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
例
外
は
、
《
人
体
・
少
女
》
に
使
用
さ
れ

た
赤
色
と
《
人
体
考
察

Z
0・ω
衣
つ
け
た
る
》
に
使
わ
れ
た
紫
色
で

あ
り
、
前
者
は

「少
女
」
と
い
う
特
殊
な
年
齢
の
人
体
を
対
象
に
選

ん
だ
た
め
に
登
場
し
た
色
彩
、
後
者
は
そ
の
題
に
も
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
人
体
が
纏
っ
た
幾
何
学
模
様
の
あ
る
着
物
を
表
現
す
る
た
め

の
色
彩
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
作
品
は
す
べ
て
抑
制
さ
れ
た
色
調
で

あ
る
。
恩
地
は
、
人
体
の
色
は

「複
雑
な
こ
ま
か
い
色
の
組
成
」
で

あ
る
と
い
っ
た
が
、
こ
と

〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
に
お
い

て
は
人

体
の
微
妙
な
色
合
い
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
感
じ
ら
れ
な

い
。
同
シ
リ
ー
ズ
で
は
人
体
の
色
彩
よ
り
形
態
の
考
祭
に
重
点
が
置

そ
れ
故
に
思
地
が
あ
え
て
多
彩
な
色
の
使
用
を
避
け

か
れ
て
お
り
、

た
と
さ
え
思
え
る
。

〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
色
彩
が
抑
制
さ
れ

て
い
る
分
だ
け
形
態
そ
の
も
の
の
而
白
さ
が
際
立
っ
て
見
え
る
の
で

あ
る
が
、

そ
れ
は
彫
り
と
摺
り
に
よ
る
版
町
独
自
の
効
果
に
よ
っ
て

蔚
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。
丸
刀
の
浅
彫
り
に
よ
る
彫
り
残
し
ゃ
平

刀
に
よ
る
板
ほ
か
し
な
ど
、
彫
り
に
よ
る
効
巣
や
招
り
の
段
階
に
起

こ
る
か
す
れ
や
ほ
か
し
の
効
果
が
単
色
の
岡
市
の
中
で
効
力
を
発
揮

し
て
い
る
。

木
版
特
有
の
彫
り
と
摺
り
の
技
法
に
よ
っ
て
画
聞
は
浅
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い
奥
行
き
を
獲
得
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
形
態
そ
の
も
の
が
湾
遊
感

や
動
感
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
円
や
弧
、
直
線
と
い
う

縫
何
学
的
形
態
で
構
成
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
回
全
体

に
柔
ら
か
さ
や
温
か
い
印
象
が
伴
う
の
も
、
木
版
の
彫
り
と
摺
り
の

技
法
に
よ
っ
て
輪
郭
線
が
ほ
か
さ
れ
、
板
白
木
版
特
有
の
木
目
の
マ

チ
エ
!
ル
が
備
わ
っ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

木
版
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
彫
り
と
摺
り
の
技
法
と
そ
の
効
果
に

つ
い
て
恩
地
は
熟
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は

一

九
二
五
年
に
記
し
た

「
私
の
版
画
作
程
」
で
、
自
分
の
版
画
は
浅
彫

り
で
「
刻
っ
た
跡
が
丸
く
凹
む
。
丸
の
み
の
浅
い
の
と
思
へ
ば
い

い
、
こ
の
方
法
は
大
変
便
利
で
、
柔
か
い
丸
味
を
欲
し
い
と
き
に
用

ひ
る
。
問
す
き
を
円
く
磨
い
た
奴
が
之
に
役
立
つ
。
」
(
担
と
解
説
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
間
す
き
を
円
く
麿
い
た
彫
刻
刀
を
使
用
し
、

そ
の
彫
り
跡
を
わ
ざ
と
残
す
こ
と
に
よ
っ
て
柔
ら
か
味
を
出
す
と
い

う
こ
の
方
法
は
、
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
で
も
鎖
繁
に
使
わ
れ
て

お
り
、
た
と
え
ば
、
《
女
体
考
察
》
(
図
3
)

の
上
部
中
央
の
半
円
部

分
、
《
人
体
部
分
(
腹
)
》
(
図
8
)

の
円
形
部
分
・
な
ど
人
体
の
丸
み
を

表
現
し
た
い
場
合
に
最
も
有
効
な
技
法
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

凶
心
地
は
、
水
絵
具
、
油
絵
具
、
テ
ン
ペ
ラ
、
泥
絵
具
と
、
ど
ん
な

絵
具
で
あ
ろ
う
と
自
由
に
使
っ
た
し
、
技
法
に
つ
い
て
も
既
成
概
念

に
捕
ら
わ
れ
ず
、
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
技
法
は
何
で
も
利
用
し
た
。

す
な
わ
ち
、
基
本
的
に
は
「
出
来
る
こ
と
な
ら
何
を
し
て
も
い
い
」

と
い
う
の
が
思
地
の
制
作
姿
勢
で
、
唯
一
必
要
な
の
は
「
す
べ
て
そ

の
画
因
に
一
致
す
る
材
料
と
方
法
に
よ
る
べ
き
で
、

一
つ
の
作
機
を

つ
か
ま
へ
た
と
き
に
、
そ
の
方
法
と
材
料
が
。
ひ
っ
た
り
頭
に
生
き
て

来
る

こ
と
」
で
あ
っ
た
(
否
。

こ
の
よ
う
に
ま
っ
た
く
自
由
な
発
想

に
よ
る
「
思
地
ら
し
い
」
版
画
作
税
を
実
現
し
た
の
が
、
〈
人
体
考

察
〉
シ
リ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章

一
九
二

0
年
代
の
新
興
美
術
と
の
関
わ
り

新
し
い

「
人
体
」
の
創
造
を
め
ざ
し

て

大
正
期
新
興
美
術

運
動
と
の
関
わ
り
|

図
心
地
孝
四
郎
の
人
体
に
対
す
る
関
心
は
、
関
東
大
震
災
後
に
突
然

湧
き
起
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
「
月
映
」
時
代
か
ら
《
線
形
の

苦
し
み
皿
》
(
図
U
)

の
よ
う
に
人
体
表
現
に
よ
っ
て
自
己
の
感
情
表

出
を
試
み
て
い
た
し
、
手
や
顔
な
ど
人
体
の

一
部
分
を
使
っ
て
西
町

構
成
を
行
う
手
法
を
用
い
て
い
た
。
海
野
弘
が
『
月
映
』
時
代
の
悶
心

地
の
ぺ
ン
聞
に
対
し
て
、
「
開
脚
し
た
女
位
器
の
抽
象
表
現
で
は
な

い
か
」
(
当
と
の
見
解
を
示
す
よ
う
に
、
時
に
は
医
学
書
掲
載
の
女
性
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の
性
器
を
抽
象
化
し
て
デ
ッ
サ
ン
を
描
く
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
人
体
そ
の
も
の
へ
の
興
味
が
、
彼
が
画
家
を
目
指
す
以

前
、
医
者
の
道
を
志
し
て

い
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
は
あ

る
し
(
芝
、
後
に
フ
ロ
イ
ト
研
究
者
と
な
る
大
槻
憲
二
が
親
し
い
友

人
と
し
て
身
近
に
い
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

蒜
)
。

し
か
し
、
そ
う
で
な
く
と
も
、
図
心
地
が

一
九
二
六
年
「
人
体
畑
一」
と

い
う
文
章
で
、
芸
術
家
が
人
体
の
美
を
芸
術
の
対
象
と
す
る
こ
と
の

妥
当
性
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
よ
う
に
、
保
体
像
を
描
く
伝
統
の
な

い
日
本
に
お
い
て
も
、
既
に
人
体
は
絵
画
の
主
要
モ
チ
ー

フ
の
一

つ

と
し
て
定
着
し
て
い
た
。

「
わ
れ
わ
れ
の
造
形
は
常
に
常
に
我
が
人
体
に
帰
着
す
る
。
生

け
る
肉
体
は
、
常
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
包
含
す
る
。
爽
か
な
風

景
、
躍
り
砕
け
る
海
洋
、
機
く
静
な
る
高
空
、
そ
れ
ら
を
み
な

わ
れ
ら
の
肉
体
の
う
ち
に
感
ず
る
、

一又
壮
麗
な
る
高
層
、
雄
剛

な
る
大
庭
、
又
は
微
細
な
る
小
工
口
問
に
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
は
わ

が
肉
体
を
見
出
づ
る
。
わ
れ
ら
の
美
術
家
た
ち
が
そ
の
美

の
追

求
の
対
象
と
し
て
わ
れ
ら
の
肉
身
を
選
ぶ
こ
と
は
正
に
当
然
で

あ
り
、
又
、
常
に
そ
う
で
あ

っ
た
。
特
別
な
支
障
を
除
い

て

は
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
あ
ら
ゆ
る
悶
々
に
於
て
、
実
に
人
体
は
美

術
の
対
象
で
有
っ
た
と
一一一一口
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
『
神
の
造
化
の

最
美
な
る
も
の
は
人
間
の
体
躯
で
あ
る
』
と
の
聖

ア
ウ
ク

テ
イ
ヌ
ス
の
言
を
首
肯
し
得
な
い
人
は
、
悲
し
き
人
々

で
あ

る
。
」
(担

こ
れ
に
続
け
て
彼
は
、
西
臥
世
界
に
お
け
る
原
始
時
代
の
単
純
素

朴
な
婦
人
像
、
エ

ジ
プ
ト
の
神
殿
に
置
か
れ
た
人
物
像
、
ギ
リ
シ
ア

の
理
想
主
義
的
彫
像
を
讃
美
し
、

「ル
ネ
サ
ン
ス
の
ミ
ケ
ラ
ン

ゼ
ロ

に
見
る
狂
暴
に
近
い
肉
体
の
壮
美
讃
仰
や
、
ヴ
エ
ニ
ス
派
の
華
麗
さ

や
、
又
は
ル
イ
王
朝
時
代
の
甘
美
さ
」

を
挙
げ
る
。
さ
ら
に
東
洋
で

は
シ
ヴ
ァ
像
に
代
表
さ
れ
る
仏
教
彫
刻
を
、
西
洋
近
代
で
は
セ
ザ
ン

ヌ
、
口
、
タ
ン
、

マ
イ
ヨ
l
ル
、
ル
ノ
ア

1
ル
の
美
し
き
人
体
像
か
ら

ピ
カ
ソ
、
ア

l
キ
ペ
ン
コ
ら
に
よ
る
人
体
の
立
体
的
追
求
を
挙
げ
、

「
新
し
き
美
の
形
象
を
創
出
す
る
、
併
も
そ
の
中
心
に
治
に
横
わ
る

の
は
わ
れ
わ
れ
肉
身
」
で
あ
り
、

「
人
身
は
村
の
造
化
の
う
ち
の
回
収

美
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
最
後
に
、
自
分
の
「
人
体

煩
」
の
目
的
は
、
「
新
ら
し
い
人
体
文
化
」
が

「
現
在
は
夢
想
の
外

に
あ
る
人
体
を
生
む
」
こ
と
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
と
締
め
く

く
っ
て
い

る
(
想
。
同
文
で
「
人
体
考
察
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ

て
い
な
い
が
、
発
表
さ
れ
た
の
が
一
九
二
六
年
で
、
人
体
シ
リ
l
ス

に
取
り
'
組
ん
で
い
た
時
期
と

一
致
す
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
「
人

体
現
」
は
〈
人
体
考
察
〉
連
作
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
文
章
と
い
え
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図
心
地
の
人
体
(
特
に
女
体
)
そ
の
も
の
に
対
す
る
関
心

は
一
九

一
六
年
に
け
加
給
し
た
頃
か
ら
既
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い

た
し
、
《
女
体
に
つ
い
て
》
や
《
動
揺
す
る
自
体
》
な
と
の
「
行
情

凶
」
で
は
、
柔
ら
か
で
ふ
く
よ
か
な
女
世
の
肉
体
、
新
し
い
生
命
を

宿
し
た
匂
と
し
て
の
女
体
か
ら
受
け
る
自
己
の
内
的
感
情
|
そ
れ

は
恩
地
の
内
部
で
醗
酵
す
る
性
欲
の
充
溢
で
あ
り
幸
福
感
で
あ
っ
た

が
!
を
表
現
す
る
こ
と
に
力
が
註
が
れ
て
い
た
。
〈
人
体
考
察
〉
シ

リ
ー
ズ
も
、
そ
の
延
長
線
卜
一
に
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
し
か

し
、
一

九

一
0
年
代
の

「行
情
回
」
と
一
九
二
0
年
代
の
「
人
体
考

察
」
と
の
聞
に
は
、
同
じ
人
体
を
採
り
上
げ
つ
つ
も
題
材
そ
の
も
の

に
向
か
う
姿
勢
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
そ
の
決
定
的
な
違
い

は
、
泊
升
哲
郎
も
「
行
情
の
形
式
」
で
触
れ
て
い
る
よ
う
に
(
也
、

前
者
が
王
に
斐
や
子
供
な
ど
回
心
地
の
身
近
な
人
物
に
対
す
る
非
常
に

個
人
的
感
情
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
人
聞

の
肉
体
が
持
つ
按
雑
な
構
造
や
形
態
的
美
し
さ
そ
の
も
の
に
対
す
る

感
動
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
は
、
自
分
の
家
族
で
あ
る
委
や
娘
に
の
み

向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
肉
体
す
べ
て
を
対
象
と
し
つ

つ
、
新
し
い
時
代
に
即
し
た
新
し
い
人
体
像
を
創
造
し
よ
う
と
し
た

む
ろ
ん
、

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
恩
地
の
人
体
に
よ
る
「
新
し
き
美
の
形
象
」(
包
創
出

へ
の
志
向
が
、
一
九
一一

0
年
代
、
し
か
も
関
東
大
震
災
以
後
に
龍
生

し
た
背
景
に
は
、
前
述
し
た
と
と
く
思
地
個
人
の
生
活
や
芸
術
矧
の

変
化
が
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
広
い
視
野
で
見
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に

は
関
東
大
震
災
を
契
機
と
し
て
急
激
な
変
化
を
遊
げ
た
材
会
、
文

化
、
芸
術
の
状
況
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
高
層
ビ
ル
が
林
立
し
、

電
車
や
自
動
車
の
行
き
交
う
大
東
京
、
街
の
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る

バ
ラ

γ
ク
建
築
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
析
。
震
災
前
ま
で
残
っ
て

い
た
江
戸
や
明
治
情
緒
は
消
滅
し
、
新
し
い
大
都
市
へ
と
生
ま
れ
変

わ
っ
た
東
京
。
繁
華
街
を
悶
歩
す
る
モ
ボ

'
モ
ガ
の
み
な
ら
ず
、

一

般
人
の
生
活
様
式
も
近
代
化
す
る
都
市
風
景
の
中
で
変
化
し
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
思
地
も

一
九
二
六
年
発
表
の

zxa誌
で
、

「新
し
き

美
の
形
象
」
の
創
出
は

「
他
の
芸
術
美
及
相
会
美
の
完
成
と
伴
っ

て
」
完
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
お
り
(也
、
彼
の
「
人
休

領
」
が
正
に
こ
の
変
化
に
伴
う
新
し
い
人
休
表
現
の
必
要
性
を
説
い

た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
活
動
の
頂
点
を
迎
え
、
図
心
地
の

八
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
誕
生
に
決
定
的
影
響
を
与
え
た
の
が
、
い

わ
ゆ
る
大
正
期
新
興
美
術
運
動
で
あ
っ
た
。

同
運
動
に
つ
い
て
は
五
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「
大
正
期
新
興
美
術
運
動
の
研
究
」
(
ス
カ
イ
ド
ア

十
殿
利
治
の
大
著

で
詳
細
に
調
査
研
究
が
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、

十
J
P

世
ヤ

J

ノ
¥
ふ
ふ
山
山
九
二
、
す

I
'
v
e一日目
I
L
ノ

k
l
t
zμ川
口
ル
PA
J
h
o

し
，
刀

こ
こ
で

一
九
九
五
年
)

一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

一
九
二

0
年
代
前
半
は
普
門
暁
や
木
下
秀

一
郎
ら
の

「
未
来
派
美
術
協
会
」
、

浅
野
孟
府
や
神
原
泰
ら
の

「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
、

村
山
知
義
や
柳
瀬
正

夢
ら
の

「
マ
ヴ
ォ
一

ロ
シ

ア

な
ど
が
次
々
と
結
成
さ
れ
る
一
方
で
、

未
来
派
の
画
家
ブ
ル
リ
ュ

l
ク
や
パ
リ
モ
フ
、

ブ
ブ
ノ
ワ
が
来
日
し

作
品
発
表
を
行
う
な
ど
新
興
美
術
運
動
が
最
も
活
況
を
呈
し
て
い
た

時
期
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
美
術
団
体
に
恩
地
が
直
接
参
加
し
た
形

'F
ま
ぶ
、
デ
、

u
o
l
f
L
，ヵ

大
正
初
期
か
ら
常
に
新
し
い
美
術
の
動
向
に
ア
ン
テ

ナ
を
張
っ
て
い
た
彼
が
、

一
世
代
若
い
芸
術
家
た
ち
の
前
術
的
活
動

に
興
味
を
抱
か
な
い
は
ず
が
な
い
。

特
に
神
原
泰
と
は
、

}L 

O 

戸い
l
h
h
L

、

ノ
一
，
t
l

有
向
尚
生
馬
庇
設
の
も
と
に
二
科
展
や
新
傾
向
絵
画
展
等
で
新

進
町
家
と
し
て
の
立
場
を
同
じ
く
し
た
関
係
に
あ
り
、
ま
た
思
想
的

に
も
白
櫛
派
的
人
道
主
義
や
生
命
主
義
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う

共
通
項
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

神
原
の
動
向
を
意
識
し
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

悶
心
地
は
一
九
二
三
年

一
月
結
成
の
二
科
会
か
ら
派
生
し
た
穏
健
派

グ
ル
ー
プ

「
円
鳥
会
」

に
所
属
し
、

一
九
二
四
年
卜
一
月
第
三
回
展

ま
で
出
品
し
て
い
る
が
、

彼
の
画
風
か
ら
い
う
な
ら
ば
む
し
ろ
二
科

会
の
急
進
派
と
も
い
う
べ
き

「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
に
参
加
す
る
方
が
自

思
地
の
活
動
基

然
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

総
が
ち
ょ
う
ど
油
絵
か
ら
版
岡
へ
と
傾
斜
し
つ
つ
あ
る
時
期
だ
っ
た

--、ノ、
a

、

ふ
/
ダ
，
ヵ

「
円
鳥
会
」

を
主
唱
し
た
寓
鉄
五
郎
が

「
ア
ク

あ
る

い
は

シ
ヨ
ン
」
参
加
を
断
っ
た
よ
う
に
(竺
、
二
科
会
内
の
人
間
関
係
が

何
ら
か
作
用
し
て
い
た
の
か
、

ま
た
は
思
地
の
年
齢
や
性
格
が
作
用

し
て
い
た
た
め
か
、
彼
は

「
ア
ク
シ
ョ
ン
」

「
円
鳥
会」

で
は
な
く

の
メ
ン

ハ
ー
と
し
て
作
品
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。

よ
、
関
心
地
が
同
じ
二
科
会
か
ら
誕
生
し
た
美
術
団
体

、
ιHr-
-」ナ
-

P
V
勺

j
'1
l
b
v
，4
1

「
ア
ク
シ
ヨ

ン
」
の
活
動
に
、
任
目
し
て
い

た
こ
と
は
十
分
考
え
う
る
の
で
、
今

後
問
団
体
と
の
人
的
交
流
も
合
め
て
調
査
を
継
続
す
る
つ
も
り
で

あ
る
お)。

「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
第

一
回
造
形
美
術
展
覧
会
を
開
催
し
た
一
九

一一一三
年
、
大
正
期
新
聞
ハ
美
術
運
動
の
牽
引
役
と
も
い
え
る
村
山
知
義

が
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
し
て
「
，怠
識
的
構
成
主
義
」

を
唱
え
、
永
野
芳

光
と

「
ア
ウ
グ
ス
ト
・
グ
ル
ツ
ペ
」
を
、
つ
い
で
柳
瀬
正
夢
や
尾
形

亀
之
助
ら
と

「
マ
ヴ
ォ
」
を
結
成
す
る
。
村
山
の
ド
イ
ツ
で
の

「日

本
未
来
派
」
と
し
て
の
活
動
お
よ
び
帰
国
後
の
活
腕
は
非
常
に
多
彩

な
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け

「
マ
ウ
ォ
」
の
運
動
は
五
十
殿
利
治
が

「
攻
撃
的
な
一扇
動
と
同
時
代
の
国
際
的
な
美
術
連

論
じ
る
よ
う
に
、
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動
と
の
交
流
へ
の
積
極
的
な
志
向
を
伴
っ
て
新
興
美
術
運
動
の
中
で

は
群
を
抜
」
く
も
の
で
あ
っ
た
(
必
三
「
最
近
露
独
表
現
派
展
覧
会
」

な
と
に
よ
る
同
時
代
の
四
肢
美
術
の
紹
介
に
加
え
、
積
極
的
な
評
論

活
動
、
展
覧
会
活
動
、

『
マ
ヴ
ォ
」
の
刊
行
、
築
地
小
劇
場
の
「
朝

か
ら
夜
ま
で
」
の
舞
台
装
置
制
作
な
ど
、
村
山
の
活
動
は
ま
さ
に
諸

芸
術
を
横
断
す
る
帽
の
広
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
村
山
の

突
出
し
た
倒
性
に
思
地
が
目
を
見
張
ら
な
か
っ
た
は
ず
が
な
い
。
村

山
は

一
世
代
下
で
は
あ
っ
た
も
の
の

(ち
ょ
う
ど
十
歳
逃
い
)
、
常

に
新
傾
向
の
美
術
を
受
容
す
る
こ
と
に
貧
欲
で
あ
っ
た
恩
地
に
と
っ

て
村
山
の
登
場
は
ま

っ
た
く
衝
撃
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。
村
山
ほ
ど
一
扇
動
的
で
は
な
い
に
し
ろ
、
若
か
り
し
頃
ア
カ
テ
ミ

ズ
ム
に
反
抗
し
美
術
学
校
を
退
学
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
思
地
で
あ

り
、
油
絵
、
彫
刻
、
版
画
、
話
歌
、
装
柏
、
舞
台
美
術
と
多
彩
で
杭

断
的
な
芸
術
活
動
を
模
索
し
た
恩
地
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
村
山
の
芸

術
分
野
に
拘
ら
な
い
自
由
な
活
動
に
は
共
感
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
や
「
マ

ヴ
ォ

一
の
運
動
を
恩
地
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
具
体
的
に

語
る
文
献
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
。

一
九
二

0
年
代
半
ば
か
ら
一
二
0

年
代
初
頭
に
か
け
て
彼
は
、
「
ア
ト
リ
エ
』
や

『詩
と
版
聞
」
『
風
』

な
ど
に
美
術
評
論
や
展
許
、
随
想
を
執
筆
し
て
い
る
が
、

ん
ど
が
版
聞
に
関
わ
る
内
容
で
日
本
の
新
興
美
術
運
動
に
関
し
て
具

体
的
に
論
評
し
て
い
る
文
誇
は
な
い
。
と
は
い
え
恩
地
の
〈
人
休
考

察
v

シ
リ
ー
ズ
が
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
新
興
美
術
か
ら
決
定
的
な

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
作
品
を
見
比
べ
れ
ば
一
目
瞭
然

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
円
弧
と
直
線
で
構
成
さ
れ
た
〈
人
体
考
察
〉

シ
リ
ー
ズ
の
最
初
期
の
作
例
《
人
体
》
(
図
1
)

や
《
人
体
・
少
女
》

(図
2
)

は
、
一
九

二一二
年
四
月
の
ア
ク
シ
ョ
ン
第
一
回
造
形
美
術
展

覧
会
に
出
品
さ
れ
た
重
松
山
石
古
の
《
人
体
》
(
図
ロ
)
(
ざ
や
同
年
五
月

開
催
の
村
山
知
義
の
意
識
的
構
成
主
義
的
小
品
展
覧
会
に
出
品
さ
れ

た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
と
も
な
う
油
彩
画
《
美
し
き
少
女
等
に
俸
ぐ
》

(
凶
日
同
株
、
人
体
の
具
象
的
形
態
を
ほ
と
ん
ど
排
除
し
た
抽
象
的

作
品
で
あ
る
。
恩
地
の
《
人
体
・
少
女
》
、
村
山
の
《
美
し
き
少
女

等
に
捧
ぐ
》
と
も
に
少
女
を
判
定
で
き
る
形
態
は
存
在
し
な
い
し
、

い
ず
れ
も
平
田
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
浅
い
奥
行
き
を
獲
得
し
て

い
る
。
こ
の
浅
い
奥
行
き
は
、
こ
の
後
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ

l
ス
の

展
開
に
お
い
て
顕
著
に
な
っ
て
い
く
特
鍛
で
あ
る
が
、
そ
の
淑
の
一

つ
は
村
山
の

コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
口
間
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
思
地
の
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
同
じ
版
画
と
い
う
点
で
は
雑
誌
『
マ

ヴ
オ
』
に
掲
載
さ
れ
た
矢
橋
公
窟
の
リ
ノ
カ
ッ
ト
《
貴
族
の
像
》

そ
の
ほ
と



(図
M
A
)

や
萩
原
恭
次
郎
詩
集

『死
刑
宣
告
』
(
笠
の
た
め
に
問
問
龍
夫

が
制
作
し
た
リ
ノ
カ
ッ
ト
に
よ
る
挿
画
(
回
目
)
に
酷
似
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
リ
ノ
カ
ッ
ト
は
一
版

一
色
の
単
純
な
技
法
な
が

ら
、
赤
と
白
、
黒
と
白
に
よ
る
大
胆
な
画
面
構
成
は
、
思
地
の
〈
人

体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
の
第

一
作
と
も
い
う
べ
き
《
人
体
》
に
通
じ
る

も
の
で
あ
り
(
也
、
い
ず
れ
も
人
体
を
題
材
と
し
つ
つ
も
、

人
体
の

具
象
形
態
を
削
除
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

一
九
二
0
年
代
半
ば
に
人
体
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
抽

象
的
作
品
が
新
興
美
術
運
動
内
、
と
り
わ
け
「
マ
ヴ
ォ
」
の
周
辺
に

あ
っ
た
こ
と
は
、
思
地
の
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ス
制
作
の
動
機
の

一
つ
と
し
て
注
目
す
る
に
他
す
る
。

さ
ら
に
い
う
な
ら
ば
、
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
を
発
表
し
た
版

画
誌
「
風
』
創
刊
号
(
一
九
一
一七
年
十
月
)
の
思
地
の
木
版
に
よ
る

表
紙
デ
ザ
イ
ン

(図
同
)
も

、

の

表

紙

(図
げ
)
を
真
似

た
可
能
性
が
高
い
。

K
.
 

岡
田
に
浮
遊
す
る
ア
ル
フ
ァ
ベ

y
卜、

は
お
そ
ら
く
『
風
』
参
加
同
人

孝
四
郎
、
川
上
澄
生
、
津
田
伊
山
郎
)

の
で
あ
り
、
当
時
流
布
し
て
い
た
話
、

Uv 
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『
マ
ヴ
耳
」

。

S 

(
藤
森
静
刻
、

の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
採
っ
た
も

召
ト
)
山
U

A 

す
な
わ
ち
マ
ヴ
ォ
の
四
つ
の

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

(

M

0

.)
が
メ
ン
バ
ー
の
名
前
か

ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
話
(習
を
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
ア
ル F 

フ
ア
ベ

y
ト
と
長
方
形
、
三
角
形
、
円
形
が
重
な
り
合
っ
て
構
成
さ

れ
る
「
風
』
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
は
、
『
マ
ヴ
ォ
」
の
誌
面
ほ
ど
尖
端

的
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
棋
組
み
や
逆
さ
文
字
、
記
号
、
活
字
な

ど
を
使
っ
て
大
胆
な
デ
ザ
イ
ン
を
提
示
し
た
同
誌
の
形
式
に
倣
っ
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
「
マ
ヴ
オ
」
誌
の
存
在
な
し
に
は
誕
生

し
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
思
地
は
、
「
マ
ヴ
ォ
」
の
同
人
た
ち
が

一
九
二

0
年

代
半
ば
に
版
回
の
持
つ
構
成
的
特
質
に
着
目
し
つ
つ
生
み
出
し
た
造

形
表
現
に
、
注
目
し
、
そ
れ
を
新
し
い

「
人
体
文
化
」
を
生
み
出
す
た

め
の
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
に
取
り
込
ん
だ
と
い
え
る
。
む
ろ
ん

思
地
自
'
身
、
既
に

一
九
一

0
年
代
か
ら
未
来
派
の
影
響
を
受
け
た

《
女
体
に
つ
い
て
》
な
ど
抽
象
表
現
を
用
い
た
「
行
情
困
」
を
発
表

し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
主
に
線
捕
に
頼
る
様
式
で
、
画
面
を
構
成
す

る
と
い
う
意
識
の
薄
い
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は

「
マ
ヴ
ォ
」
を
は
じ

め
と
す
る
大
正
刷
新
興
美
術
運
動
の
若
い
作
家
た
ち
の
挑
発
的
な
行

動
や
新
し
い
造
形
表
現
を
煤
り
込
ん
だ
作
品
群
の
刺
激
を
受
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
柏
町
か
ら
構
成
へ
と
向
か
い
、
新
し
い
人
体
の
創
造

に
取
り
組
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



「
未
来
派
・
立
体
派
・
構
成
派
」

|

一
九
二

0
年
代
に
お
け
る

西
欧
美
術
の
受
容

i

〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
の
造
形
表
現
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
、

も
う

一
点
重
要
な
こ
と
は
、
囚
心
地
孝
四
郎
が
前
述
の
よ
う
な
前
衛
的

芸
術
運
動
を
展
開
し
た
日
本
の
若
手
作
家
た
ち
か
ら
影
響
を
受
け
た

の
と
同
時
に
、
当
時
西
欧
か
ら
日
本
に
移
入
、
紹
介
さ
れ
た
最
新
の

美
術
思
潮
か
ら
も
示
唆
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
九
二
0

年
代
に
は
、
ほ
ほ
同
時
代
的
に
西
欧
の
新
傾
向
の
美
術
が
紹
介
さ

れ
、
浅
野
徹
が
「
立
体
派
、
未
来
派
と
大
正
期
の
絵
画
」
で
指
摘
す

る
よ
う
に
(
巴
、
そ
れ
は
第
一
次
回
界
大
戦
後
に
渡
欧
す
る
作
家
数

の
増
加
ゆ
え
に
大
正
初
期
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
量
質
と
も

に
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
思
地
は
日
本
に
留
ま
り
つ

つ
も
、

同

時
代
の
西
駄
の
美
術
情
報
を
手
軽
に
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
し、

帰
朝
者
が
持
ち
帰
る
本
物
の
作
品
を
実
見
す
る
こ
と
も
で
き
た
わ
け

で
あ
る
。
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図
心
地
は
「
未
来
派
と
立
体
派
と
構
成
派
」
と
い
う
言
葉
を
織
り
込

ん
だ
「
寓
華
鏡
日
」
と
い
う
詩
を
『
風
」

一
九
二
七
年
十
月
号
に
発

表
し
て
い
る

(g。
以
下
は
そ
の
断
尊
で
あ
る
。

「街
角

錯
雑
し
、
混
交
し
、

弾
発
し
、

未
来
派
と
立
体
派
と
構
成
派
が
そ
こ
に
鉢
合
せ
す
る
。

理
屈
は
不
要
だ
、

ア
ン
テ
ナ
だ
、
み
ん
な
の
頭
に
つ

い
て
ゐ
る
触
覚
だ
。

わ
け
の
分
ら
な
い
活
躍
だ
。
!

し
か
し
そ
の

一
つ

一
つ
が
立
派

に

そ
の
目
的
を
ね
ら
っ
て
る

自
動
車
が
す
っ
と
び
、
ぶ

つ
か
る
、
神
経
を
電
流
が
走
る
。

交
錯
、
交
錯
、
交
錯

日
光
は
反
射
に
反
射
を
重
ね
る

街
角
が
く
づ
れ
初
め
る

突
如
と
し
て
耳
が
消
え

強
い
光
に
む
せ
ぶ
キ
ノ
の
断
片

肉
体
が
、
そ
の
歯
車
が
、
自
ら
の
肉
を
噛
む
、

加
速
度
に
つ
ま
る
テ
ム
ポ

誌
が
そ
の
週
末
の
シ
ン
バ
ル
を
入
れ
る
の
か

午
后
0
時

止
進
僚
が
ぐ
る
り
と
廻
る」

こ
の
詩
は
、
恩
地
の
造
形
思
考
の
中
に
未
来
派
も
立
体
派
も
そ
し

て
構
成
主
義
さ
え
も
悦
に
入

っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
芸
術
を
以
っ
て
し
な
け
れ
ば
現
代
機
械
文
明
の
中
で
の
生
活
や
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芸
術
は
語
り
得
な
い
と
考
え
る
彼
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ

の
詩
は
こ
れ
よ
り
一
一年
前
に
出
版
さ
れ
た
神
原
泰
の
著
作

「
未
来
派
研
究
』
(芭
に
掲
載
さ
れ
た
詩
「
真
径
一
の
街
道
」(巴
に
近
似

し
た
も
の
で
、
神
原
の
「
普
遍
的
な
、
宇
宙
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ス
ム
が

世
界
を
あ
ま
ね
く
照
ら
し
出
す
瞬
間
を
一世」
(
日
)
っ
た
こ
の
詩
に
共
感

し
、
触
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
じ

さ
せ
る
。「赤

、
黒
、
黄
、
際
、

自
動
車
、
カ
フ
ェ

、

色
、
光
、

流
動
し

こ
の
他
、

2
寸
ル
仇
e

'
J
V
1
m
T
 

パ
ラ
ソ
ル

雑
音
|

此
等
凡
て
エ
ゴ
イ
ス
ト
の
華
美
よ

旋

転

す

今

|

真

昼
」

神
原
泰
は
一
九
一
七
年
に
「
自
動
車
の
力
動
」
と
い
う

以
下
の
よ
う
な
詩
も
発
表
し
て
お
り
、
当
時
神
原
と
と
も
に
新
傾
向

絵
師
展
の
開
催
を
予
定
し
て
い
た
思
地
が
、
神
原
の
こ
の
よ
う
な

「
後
期
立
体
詩
」
に
注
目
し
な
か

っ
た
は
ず
が
な
い
。

「鋭
角
、
鋭
角
、
鈍
角

鈍
角
、
鋭
角
、
鋭
角
、
鋭
角
、
音

音
の
体
積

運
動
の
体
積
、
光
の
欲
望
、
光
の
感
情

色
、
光
、
光
、
色
、
光
、
音

リ
ズ
ム
、

合
一

し

鋭
角
、
鋭
角
、
鋭
角
、
円
の
一
片

螺
旋
、
波
紋
、
衝
動
、

神
経
的
衝
動

雑
音
の
階
調

太
陽
に
反
逆
す
る
街
道

白
、
黒
、
灰
、
紫

地
を
這
ひ
、
地
を
這
ひ
、
地
を
征
服
す

鋭
角
、
鋭
角
、
鋭
角
」
(
日
)

両
者
の
詩
を
比
絞
す
る
と
、
大
震
災
後
に
思
地
が

「高
華
鋭
日
」

に
掘
っ
た
風
景
は
、
時
期
が
異
な
る
と
は
い
え
、
神
原
の
誌
に
登
場

す
る
音
と
色
と
光
に
満
た
さ
れ
た
ダ
イ
ナ
ミ
Y
ク
な
都
市
風
景
に
速

な
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
思
地
の
場
合
は
神
原
と

違

っ
て
関
東
大
震
災
後
の
社
会
的
変
化
を
経
験
し
た
後
に
よ
う
や
く

こ
う
し
た
詩
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て

『
月
映
』
時
代
か
ら
形
式
の
新
し
さ
ゆ
え
に
採
り
入
れ
て
い
た
未
来

派
や
立
体
派
の
芸
術
が
実
感
を
伴
っ
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
も
震
災
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
一
章
で
既
述
し
た
よ
う
に
、
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ

(
特
に

「目
的
C
B
Z
0・ど
の

「
人
体
部
分
」
)
の
造
形
上
の
特
徴
は
人
体
を
解

体
し
、
再
構
成
し
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
こ
の

方
法
は
明
ら
か
に
立
体
派
に
お
け
る
分
析
的
キ

ユ
ピ
ス

ム
時
代
の
、
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物
体
を
解
体
し
荷
構
成
す
る
手
法
に
倣

っ
た
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、

思
地
が
人
体
の
色
彩
よ
り
形
態
の
考
察
に
重
点
を
置
く
た
め
に
多
彩

な
色
の
使
用
を
避
け
て
い
る
こ
と
は
、
ピ
カ
ソ
や
ブ

ッ
ラ
ク
が
分
析

的
キ
ユ
ビ
ス
ム
の
時
期
に
色
彩
よ
り
形
態
の
分
析
に
意
識
を
集
中
さ

せ
、
色
彩
を
極
端
に
抑
制
し
て
い
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
思
地
が
「
寓
華
鋭

E
」
の
中
で
列
挙
し
た
「
未
来

派
、
立
体
派
、
構
成
派
」
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
立
体
派
の
絵
回
お

よ
び
彫
刻
は
、
〈
人
体
考
祭
〉
制
作
の
上
で
参
考
と
な
る
造
形
表
現

を
合
む
も
の
と
し
て
恩
地
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
そ

れ
は
、
囚
心
地
の
次
の
よ
う
な
一
一一
日
説
に
も
表
れ
て
い

る
。

「
希
脱
に
よ
っ
て
揚
げ
尽
さ
れ
た
人
体
の
描
写
的
完
成
は
、
現

在
そ
の
描
写
に
向
け
て
転
向
し
た
。
単
な
る
自
然
的
印
象
の
描

写
を
去
っ
て
、
創
成
的
柿
出
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。
未
来
派
の

如
き
は
、
愚
劣
な
習
慣
的
『
裸
体
国
』
を
憎
悪
し
て
そ
れ
を
蹴

飛
ば
し
た
が
、
立
体
派
は
物
体
の
立
体
的
追
求
を
、
そ
の
彼
ら

の
意
図
を
人
体
の
上
に
も
就
行
し
た
。
」
(
幻
)

一
九
二

0
年
代
半
ば
と
い
え
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
日
本
で
は

既
に
未
来
派
か
ら
立
体
派
、
構
成
主
義
と
同
時
代
の
西
欧
美
術
は
ほ

と
ん
ど
紹
介
消
み
で
あ
っ
た
。
日
本
に
お
け
る
立
体
派
の
紹
介
も
既

に
一
九
一

0
年
代
初
出
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
し
、
図
心
地
が

一
九

一
四

年
に
日
比
谷
美
術
館
で
見
た
「
ロ
何
河

ωゴ
同
刃
包
・
木
版
画
展
覧
会
」

に
は
、
ハ
ン
ス
・
ボ
ル
ツ
の
《
女
》
や
フ
エ
ル
ナ
ン

・
レ
ジ
ェ
の
素

描
が
展
示
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
他
、
『
美
術
新
報
』
な
ど
の
美
術
祁

誌
や
『
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
』
(
ア
ルベ

ール

グ
レ

l，ス
、
メ
ヤ
ノ

メ

y
ア
ン
，
ン
エ

「立
体
派
と
後
期
印
象
派
』
(
〉
」

エ
ソ
ヂ
イ
・
省
、
久
米
正
雄
訳
、
向
段
位
一
九

一
六
咋
ご
な
ど
の
美
術
書
で
も
ピ
カ

ソ
の
《
マ
ン
ド
リ
ン
を
持
て
る
女
》
(
図
凶
)
、
ア
ル
ベ

l
ル

・
グ

レ
l
ズ
の

《
露
台
の
男
》
な
と
キ
ュ
ピ
ス
テ
イ

y
ク
な
人
体
像
が
図

版
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
立
体
派
の
影
響
の
も
と
、
高
鉄
五

郎
は

《
も
た
れ
て
立
つ
人
》

を
一

九

一
七
年
の
第
五
回
二
科
展
に
出

品
し
た
し
、
図
心
地
自
身
も
「
月
映
』
か
ら
「
感
情
』
時
代
に
未
来
派

的
と
も
立
体
一
点
的
と
も
い
え
る
絵
画
を
既
に
試
み

て
い
る
。

し
か

し
、
浅
野
徹
が

「
立
体
派
、
未
来
派
と
大
正
期
の
絵
画
」
で
指
摘
す

る
よ
う
に
(
号
、

一
九

一
0
年
代
に
お
け
る
立
体
派
の
紹
介
は

フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
や
未
来
派
、
カ
ン

デ
ィ

ン
ス
キ
ー
の
芸
術
な
ど
と

一
緒
に
、
非
自
然
主
義
的
傾
向
の

一
部
と
し
て
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
叫
解
が
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
図
心
地
に

と
っ
て
も
状
況
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ

っ
た
。

図
心
地
が

一
九
二

0
年
代
に
な

っ
て
、
既
に
そ
の
位
置
付
け
の
保
定

し
た
芸
術
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
立
体
派
に
改
め
て
興
味
を
示
し
た
の

い省、

俳
武
線
郎
訳
、
向
股
引

一九

一
五
年
)
、
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に
は
こ
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期

日
本
の
洋
間
壇
で
立
体
派
流
の
画
風
が
流
行
し
た
か
ら
で
あ
る
。
一

九
二

0
年
代
と
い
え
ば
四
臥
で
は
す
で
に
ダ
ダ
イ
ス
ム
な
ど
次
世
代

の
前
衛
芸
術
運
動
が
勃
興
し
、
立
体
派
は
既
に
革
新
的
芸
術
で
は
な

く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
同
時
期
の
日
本
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

後
に
西
臥
に
留
学
し
た
町
家
た
ち
が
相
次
い
で
帰
国
、
立
体
派
の
美

術
情
報
を
伝
え
て
お
り
(
型
、
そ
れ
は

一
九
一

0
年
代
と
は
比
べ
も

の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
二
二
年
か
ら

二
四
年
の
美
術
雑
誌
掲
載
記
事
の
一
部
を
拾
う
だ
け
で
も
、
国
辺
泰

「
立
体
派
の
理
論
に
就
て
」
{
「
み
づ
と
一
九
二
二
年一一
一月
芝
、
神
原
泰

「
立

体
派
の
発
生
」

(『
み
づ
土
」
一九
二
二
年
ヒ
月
号
)
「
立
体
派
に
対
す
る
考
慮
」

(「中ーきいと削
」
一
九
一
戸
一
年
五
月
芝
、
中
川
紀
元
「
ピ
カ
ソ
と
立
体
派
」
(
「
み

づ
土
』一

九
二
-
年
七
月
芝
、
山
本
行
雄

「
序
曲
ピ
カ
ソ
の
近
業
」
(
玄
づ

三

一
九

三
年
七
片
芝
、
村
山
知
義
訳
「
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
」
(
「み
づ
三

九
二
四
年
二
川
芝
、
黒
田
重
太
郎
「
立
体
主
義
と
そ
の
中
堅
作
家
」

(
「
中
央
美
術
」
一
九一

一凶
年
均
月
芝
な
ど
ピ
カ
ソ
を
中
心
と
す
る
立
体
派
の

紹
介
が
相
次
い
で
お
り
、
個
別
作
家
の
紹
介
記
事
を
含
め
る
と
相
当

の
数
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
図
心
地
も
そ
の
流
行
に
敏

感
に
反
応
し
、
立
体
派
的
手
法
を
採
り
い
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

二
つ
自
の
理
由
は
、
思
地
の

一
九
二

0
年
代
の
中
心
テ

l
マ
と
し

て
浮
上
し
て
き
た
の
が
、
「
人
体
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
が
新

し
い
人
体
表
現
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
一
九
二

0
年
代
半
ば
、
最
も

身
近
な
形
式
と
し
で
あ
っ
た
の
が
立
体
派
の
人
体
像
で
あ
っ
た
。
そ

の
証
拠
に
、
恩
地
は
一
九
二
六
年
に
執
筆
し
た
「
人
体
頃
」
の
文
中

で
、
ピ
カ
ソ
や
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
人
体
の
立
体
的
追
求
を
最
新
の
も

の
と
し
て
位
置
付
け
た
上
で
、
「
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
み
が
か
れ
た
卵

の
様
な
塊
と
そ
の
外
輪
」
と
「
ピ
カ
ソ
の
交
錯
さ
れ
た
線
」
に
主
義

や
理
論
を
超
え
た
「
肉
身
の
美
さ
が
止
め
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
解
釈
し

て
い
る

(ω)。

恩
地
が
立
体
派
の
中
で
も
特
に
注
目
し
た
作
家
の
一
人
は
、
ピ
カ

ソ
で
あ
っ
た
。
ピ
カ
ソ
は
立
体
派
の
代
表
作
家
と
し
て
、
ま
た
自
己

の
芸
術
形
式
を
次
々
と
変
貌
さ
せ
て
い
く
「
カ
メ
レ
オ
ン
」
的
画
家

と
し
て
、
こ
の
時
期
最
も
頻
繁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
(
巴
。
こ
れ
を

受
け
る
よ
う
に
、
思
地
は

「
カ
メ
レ
オ
ン
の
如
く
(
随
筆
と
素
描
こ

(
『
ア
ト
リ
エ
ご
九
二
一
一
年
一
月
三
と
題
す
る
一
文
を
発
表
し
、
そ
の
中
で

大
正
初
期
の
具
象
的
素
描
、
『
感
情
』
時
代
の
「
行
情
回
」
と
称
す

る
素
捕
、
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
と
同
傾
向
の
素
描
三
点
を
例
に

挙
げ
な
が
ら
、
自
己
の
芸
術
形
式
の
変
転
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
、

自
ら
を
「
豹
変
人
種
」
「
カ
メ
レ
オ
ン
」
と
自
明
気
味
に
呼
ん
で
い
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こ
の
文
章
を
読
む
限
り
、
四
心
地
が
常
に
新
し
い
芸
術
形
式

を
模
索
し
て
い
く
ピ
カ
ソ
と
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
、
ピ
カ
ソ
の
創
作

態
度
に
共
感
を
覚
え
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
し
、
同
時
に
〈
人

体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
で
ピ
カ
ソ
の
作
品
(
図

ω)
に
見
る
人
体
の
分

析
的
追
求
を
目
指
そ
う
と
し
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
恩
地
の
立
体
派
へ

の
関
心
は
ピ
カ
ソ
の
絵
画
に

留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
立
体
派
の
彫
刻
に
も
及
ん
で
い
た
。
思
地

は
東
京
美
術
学
校
時
代
に

一
時
期
彫
刻
科
に
夜
籍
し
、
彫
刻
家
を
目

指
し
た
こ
と
も
あ
う
た
し
(
包
、
大
正
期
に
は
油
絵
や
版
聞
を
制
作

す
る
一
方
で
、
石
膏
像
や
泥
人
形
も
制
作
し
て
い
た
白
)
O

〈
人
体
考

察
〉
シ
リ
ー
ズ
に
含
ま
れ
て
い
る
《
男
の
首
》
な
ど
人
体
の
一
部
分

を
示
す
題
名
も
、
油
絵
や
版
画
な
ど
の
平
面
的
作
品
で
は
な
く
立
体

的
作
品
に
頻
繁
に
登
場
す
る
も
の
で
、
凶
心
地
の
彫
刻
に
対
す
る
関
心

を
窺
わ
せ
る
。
こ
う
し
た
も
と
も
と
恩
地
の
中
に
内
在
し
て
い
た
立

体
へ

の
志
向
、
そ
し
て
一
九
二
0
年
代
初
頭
か
ら
西
欧
か
ら
の
帰
朝

者
に
よ
っ
て
立
体
派
の
彫
刻
家
ザ
ッ
キ
ン
や
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
彫
刻

が
積
極
的
に
紹
介
さ
れ
始
め
た
と
い
う
状
況
が
重
な
っ
て
[巴
、
思

地
の
視
線
は
立
体
派
の
彫
刻
に
注
が
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
著
述
か
ら
判
断
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
思
地
は
ザ
ッ
キ
ン
よ

り
も
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
彫
刻
や
彫
刻
的
絵
画
に
興
味
を
持
っ
た
よ
う

る(位)。

図心
地
が
《
女
体
考
察
》
に
つ
い
て
述
べ

た
、
「
女
の
胴
体

は
一
つ
の
円
筒
で
あ
る
。
そ
い
つ
は
よ
く
み
が
か
れ
て
、
そ
い
つ
は

よ
く
滑
っ
て
、
そ
の
か
げ
に
は
い
つ
も
光
を
伴
ひ
、
乳
も
尻
も
な
い

の
っ
ペ

り
し
た
円
筒
で
あ
る
。」(
@
と

い
う

一
文
は
、
光
線
に
よ

っ

て
光
り
向
く
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
女
体
を
連
想
さ
せ
る
。
ま
た
、

一
九

二
七
年
十
月
に
美
術
記
者
と
交
わ
し
た
談
話
の
中
で
、
こ
の
年
の
第

十
四
回
二
科
展
に
特
陳
さ
れ
た
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
話
題
が
出
た
際
に

恩
地
が
、
「
あ
れ
だ
け
の
仕
事
を
し
た
人
」
と
い
う
一言
葉
で
ア

ル
キ

ペ
ン
コ
の
芸
術
に
対
す
る
賞
賛
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
同

年
ま
で
に
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
作
品
及
び
聞
業
に
つ
い

て
相
当
の
知
識

を
持
ち
、
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、

一

九
一二
凹
年
に
執
筆
し
た
論
者

J

「
美
術
に
於
け
る
光
!
課
題
に
よ
っ

て
」
で
も
、
恩
地
は
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
彫
刻
を
取
り
上
げ
、
「
投
光

の
作
る
立
体
感
を
凹
凸
を
逆
に
し
て
光
を
し
て
山
芸
を
敢
え
て
さ
し

た
。
」
(
巴
も
の
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。

で
は
実
際
に
、
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
芸
術
は
当
時
ど
の
程
度
紹
介
さ

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
調
査
の
限
り
で
は
、
初
め
て
日
本
に
将
来

さ
れ
た
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
作
品
は
、

一
九
一
一三
年
五
月
の
中
央
美
術

展
に
特
別
陳
列
さ
れ
た
氷
野
芳
光
将
来
の
《
女
の
像
》
で
あ
っ

た
。

そ
の
後
、
同
年
七
月
の

「
ア
ウ
グ
ス
ト

グ
ル
ツ
ペ
」
主
催
「
最
近
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露
独
表
現
派
展
覧
会
」
に
ブ
ロ
ン
ズ
二
点
と
石
版
画
十
五
点
、

一
九

二
四
年
六
月
の
欧
州
表
現
派
展
に
宗
像
久
敬
将
来
の
水
彩
二
点
と
彫

刻
二
点
(
盟
、
十
二
月
に
画
廊
九
段
で
開
催
さ
れ
た
北
臥
新
興
美
術

展
に
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
《
裸
婦
》
が
展
示
さ
れ
、
一

九
二
七
年
九
月

の
第
十
四
回
二
科
展
に
お
い
て
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
作
品
が
特
別
陳
列

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
一
方
、
美
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
は
、
恩

地
が
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
を
開
始
す
る
直
前
の
一
九
二
三
年
か

ら
、
ベ
ル
リ
ン
で
直
接
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
に
会
っ
た
村
山
知
義
の

「
ア
l
キ
ペ
ン
コ

に
面
按
し
て
」(「
中
央
美
術
」

一
九
二
一
二
年
六
月
号
)
や
神

一
氏
義
良

原
泰
「
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
」
(
「中主一十九術』

一
九
二
五
年
一
月
芝
、

「
造
型
革
命
家
と
し
て
の
ア

l
キ
ペ
ン
コ
」
二
み
づ
三

一
九
二
五
年
五
月
号

i

八
月
号
に
述
純
)
な
ど
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
紹
介
が
集
中
的
に
行
わ
れ
、

一
九
二
六
年
に
は
矢
部
友
術
『
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
』
(
ア
ル
ス
)
が
出
版

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
特
に
、
出
国
さ
れ
る
の
が
矢
部
友
衡
の

「
ア

ル
キ
ベ
ン
コ
』
で
あ
る
。
向
書
に
は
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
彫
刻
、
彫
刻

的
絵
画
、
素
柿
な
ど
合
計
七
十
二
点
の
作
品
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
私
見
で
は
、
こ
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
彫
刻
的
絵
酎

(
凶
初
、

図
幻
)
が
特
に
思
地
の
興
味
を
引
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

人
休
(
特
に
女
体
)
を
幾
何
学
的
形
態
に
分
解
し
綜
合
し
て
い
る

点
、
長
方
形
の
画
面
の
中
で
浅
い
奥
行
き
を
獲
得
し
て
い
る
点
な
ど

が
、
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
あ
る
い
は
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た

《
海
に
ゐ
る
人
物
》
(
図
召
等
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
合
致
し
て
い
る
。

ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
女
体
像
が
果
た
し
て
ど
の
程
度
〈
人
体
考
察
〉
シ

リ
ー
ズ
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、

彼
の
ア
ル
キ

ベ
ン
コ
に
関
す
る
記
述
を
読
む
限
り
に
お
い
て
は
、

図
心
地
が
従
来
の

伝
統
的
写
実
描
法
に
よ
る
裸
婦
像
と
は
異
な
る
表
現
形
式
を
用

い
た

ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
裸
婦
に
共
感
を
持

っ
た
こ
と
は
維
か
で
あ
る
。

前
出
の
詩

「
高
華
鏡

E
」
で
「
未
来
派
、
立
体
派
、
構
成
派
」
と

い
う
言
葉
が
列
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
囚
心
地
が
〈
人
体
考
察
〉
を
制
作

し
て
い
た

一
九
二

0
年
代
半
、
ば
の
日
本
は
、

立
体
派
が
流
行
し
て
い

た
一
方
で
ロ
シ
ア
構
成
主
義
が
最
も
新
し
い
芸
術
の
方
向
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
絵
画
と
い
う
二
次
元
の

世
界
で
の
構
成
(
コ
ン
ポ
ジ
シ

ョ
ン
)
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
恩
地

の
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
が
、

一一一次
元
的
構
成
物
を
志
向
す
る
ロ

シ
ア
構
成
主
義
か
ら
何
ら
か
造
形
上
の
影
響
を
受
け
た
形
跡
は
な

い
。
た
だ
し
、
版
画
と
の
関
わ
り
で
い
う
な
ら
ば
、

一
九
二
二
年
に

来
日
し
、
版
画
も
手
が
け
た
ロ

シ
ア
の
画
家
ワ
ル
ワ

l
ラ

・
ブ
ブ
ノ

ワ
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
の
で
、

ブ
ブ
ノ
ワ
と
の
関
係
に
つ

い
て

本
節
で
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

五
十
殿
利
治
の
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

フ
ブ
ノ
ワ



「
構
成
主
義
の
紹
介
者
」

と
し
て
品
六

「
も
っ
と
も
新
し
い
局
面

+JE 
の
構
成
主
義
を
的
帰
に
日
本
に
も
た
ら
し
た
」
(
百
人
物
で
あ
っ
た
。

一
波
火
斗ι
来
日
宏
、

i

:
l

j

j

 

一
九
二
一
一
年
九
月
開
催
の
第
九
回
二
科
展
に
リ
ノ

カ
y
ト

《
グ
ラ
フ
イ
カ
》

翌
月
に
は
一一一
科
イ

と
油
彩
《
向
像
》
を
、

ン
テ
ペ
ン
デ
ン
ト
展
に
油
彩
《
ω
ロ
Z
IC
E凶
》
を
出
品
、

同
時
に

[mu山
相
ル
』

十
三
号
に

「
現
代
に
於
け
る
ロ
シ
ヤ
絵
画
の
帰
趨
に
就
て」

を
寄
稿
し
、

ス
ア

ノ1

ノ

ワ

ポ
ホ。

ワ

ロ
ト
チ

エ
ン
コ
の
作

口
川
を
掲
載
し
て
ロ
シ
ア
構
成
、「1

4
4

我
の
理
念
を
体
系
的
に
紹
介
し
て
い

る
(れ)。

凶
心
地
が
こ
の
時
、

村
山
知
義
の
よ
う
に
ブ
ブ
ノ
ワ
の
議
論

を
正
而
か
ら
理
解
し
よ
う
と
し
た
か
、
ま
た
理
解
で
き
た
か
ど
う
か

は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
い
す
れ
に
せ
よ
、

囚
心
地
の
新
傾
向
美
術
受

容
の
方
法
が
常
に
、

造
形
迎
論
を
正
確
に
理
解
す
る
と
い
う
よ
り
も

作
品
そ
の
も
の
か
ら

(
た
と
え
そ
れ
が
雑
誌
掲
載
の
図
版
で
あ
ろ
う

と
)
直
観
的
に
感
得
す
る
と
い
う
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を

考
え
る
な
ら
ば
、

図
心
地
の
関
心
は
ブ
ブ
ノ
ワ
の
型
論
的
な
文
草
よ
り

も
彼
女
の
版
画
作
品
や
ポ
ポ

l
ワ、

(
図
幻
)
に
注
が
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

図
心
地
が
も
し
ブ
ブ
ノ
ワ
の
提
示
す
る
理
論
を
積
極
的
に
理
解
し
ょ

ロ
ト
チ
ェ

ン
コ
ら
の
掲
載
図
版

う
と
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
む
し
ろ
フ
ブ
ノ
ワ
が

一
九
二
三
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年
か
ら
東
京
高
等
工
芸
学
校
で
リ
ト
グ
ラ
フ
を
学
び
、

三
科
第
二
回

展
に
リ
ト
グ
ラ
フ
《
版
画
》
(
図
M
)
を
出
品
し
た
後
、

一
九
二
五
年

一
月
号
の
「
み

つ
ゑ
」
(版
画
特
集
号
)

で

「
印
刷
図
面
に
つ

い
て
」

(
召
と
題
し
て
複
製
技
術
の
問
題
に
言
及
す
る
に
至

っ
た
時
期
で
あ

ろ
う
。
当
時
、
日
本
創
作
版
画
協
会
の
中
心
的
作
家
と
し
て
多
方
面

に
活
躍
し
て
い
た
恩
地
は
、
版
画
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
幅
広
い

興
味
を
示
し
た
し
、
創
作
版
画
の
芸
術
国
論
の
徹
す
一を
目
指
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
未
だ
創
作
版

mの
社
会
的
位
置
づ
け
が

縦
立
で
き
ず
、
未
成
熟
な
日
本
の
版
画
界
に
お
い
て
は
、
ブ
フ
ノ
ワ

が
「
印
刷
図
而
に
つ
い
て
」
の
中
で
例
説
す
る
よ
う
な
印
刷
に
よ
る

機
械
的
作
品
を
芸
術
品
と
じ
て
認
め
る
こ
と
は
、
ま
ず
で
き
な
か
っ

た
に
違
い
な
い
。
彼
女
の
印
刷
に
関
す
る
考
え
は
、

一
九
三

0
年
代

に
入

っ
て
一
回
廊
兼
出
版
行
の
版
画
荘
か
ら
恩
地
を
は
じ
め
と
す
る
版

田
家
の
機
械
刷
り
版
画
集
が
次
々
と
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
か

ら
よ
う
や
く
理
解
さ
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

ブ
ブ

ノ
ワ
は
=
一
利
解
散
後
、
版
画
家
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
日
本
の
版
画
家
た
ち
と
の
距
離
を
縮
め
、
息
地
と
も
交
流
を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
媒
介
役
と
し
て
版
画
荘
の
経
営

者
平
井
博
の
存
在
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
に
関
し
て
は
拙
稿

「
平
井
博

と
版
画
荘
に

つ
い
て

l

「
創
作
版
画
」
専
門
回
廊
の
誕
生
と
一

九

三
0
年
代
の
版
図

l
k
gを
参
照
さ
れ
た
い
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
ブ
ブ
ノ
ワ
の
来
日
と
村
山
知
義
の
帰
国
と
に

よ
っ
て
日
本
の
美
術
界
に
ロ
シ
ア
構
成
主
義
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
た

こ
と
に
は
違
い
な
く
、
最
初
に
掲
げ
た
一
九
二
七
年
の
思
地
の
詩
に

登
場
す
る

「未
来
派
と
立
体
派
と
構
成
派
が
そ
こ
に
鉢
合
せ
す
る
。
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
未
来
派
も
立
体
派
も
構

成
派
も
受
容
し
た
一
九
二
0
年
代
半
ば
の
新
興
美
術
運
動
の
状
況
を

掘
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
二

O
世
紀
の
西
欧
に
お
け
る

新
興
美
術
は
、
図
心
地
が
制
作
し
た
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
に
少
な

か
ら
ず
影
響
を
与
え
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
性
質
を
形
成
し
た
の
で
あ

る。

第
三
章

一
九
二

0
年
代
の
創
作
版
画
と
の
関
わ
り

恩
地
孝
四
郎
の
〈
人
体
考
戸
市
〉
シ
リ
ー
ズ
を
美
術
界
全
体
で
は
な

く
版
画
界
と
い
う
限
定
さ
れ
た
枠
組
み
の
中
で
見
る
と
、
同
シ
リ
ー

ス
は
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
一
八
年
に
結

成
さ
れ
た
日
本
創
作
版
間
協
会
の
若
手
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
を
続

け
て
き
た
思
地
は
、
一
九
二
0
年
代
後
半
に
は
既
に
同
協
会
の
中
心

的
作
家
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
彼
の
制
作
活
動
や
一
一
一
一
口
説
は
版
画
界

の
み
な
ら
ず
世
間
か
ら
も
注
目
を
浴
び
て
い
た
c

本
章
で
は
、
こ
の

よ
う
な
思
地
の
版
画
界
に
お
け
る
位
置
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
〈
人

体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
の
検
討
を
行
う
。

実
は
恩
地
は
、
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
を
集
中
的
に
制
作
し
た

一
九
二
七
年
か
ら
二
九
年
に
か
け
て
、
同
じ
人
体
を
主
題
と
し
つ
つ

も
全
く
様
式
の
異
な
る
こ
つ
の
作
品
群
を
制
作
し
て
い
た
。
一
方
は

本
論
で
取
り
上
げ
た
〈
人
体
考
祭
〉
シ
リ
ー
ズ
、
他
方
は
《
幼
女
浴

後
》
(
図
お
)
《
岩
間
》
等
に
代
表
さ
れ
る
具
象
版
画
で
あ
る
。
思
地

が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
抽
象
と
具
象
の
両
極
の
作
品
群
を
制
作
し
た
の

か
。
こ
の
問
題
は
、
一
九
二
0
年
代
後
半
の
創
作
版
画
運
動
と
の
関

わ
り
、
と
り
わ
け
一
九
二
七
年
に
信
田
美
術
院
展
に
創
作
版
画
が
初

め
て
受
理
さ
れ
た
こ
と
と
深
い
関
係
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
時
創
作

版
画
運
動
の
代
表
作
家
で
あ
っ
た
恩
地
は
、
す
で
に
藤
井
久
栄
の
指

摘
が
あ
る
よ
う
に
、
帝
展
と
い
う
最
も
社
会
的
に
権
威
の
あ
る
展
覧

会
で
版
画
の
価
値
を
美
術
界
や
社
会
に
認
知
さ
せ
る
た
め
、
難
解
な

抽
象
版
画
を
避
け
一
般
に
評
似
を
受
け
や
す
い
具
象
版
画
を
あ
え
て

制
作
、
出
品
し
た
わ
け
で
あ
る
(
己
。
具
象
版
町
の
問
題
に
閲
し
て

は
別
稿
で
論
じ
た
の
で
本
論
文
で
は
詳
述
し
な
い
が
(
一
川
)
、
し
か
し

こ
の
帝
展
問
題
は
思
地
の
具
象
版
画
の
み
で
な
く
、
こ
の
時
期
集
中

的
に
制
作
し
た
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
に
も
間
接
的
な
影
響
を
与

え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
版
画
界
の
中
心
的
作
家
と
い
う

立
場
上
、
版
画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
美
術
界
に
お
け
る
地
位
向
上
を

目
指
し
て
帝
展
に
手
の
込
ん
だ
具
象
版
闘
を
出
品
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
恩
地
に
と
っ
て
、
〈
人
体
考
察
〉
は
自
己
の
存
在
詰
明
と
も

い
え
る
作
品
群
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
一

0
年
代
初

頭
、
か
ら
版
画
同
人
誌
『
月
映
」
に
お
い
て
抽
象
版
画
を
制
作
し
、
革

新
的
絵
画
の
創
造
を
目
指
し
て
き
た
思
地
に
と
っ
て
、
帝
展
出
口
山
の

油
絵
や
日
本
聞
に
対
抗
で
き
る
よ
う
な
ア
カ
デ
ミ
ザ
ノ
ク
な
画
風
の
具

象
版
町
を
制
作
す
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
苦
痛
で
あ
っ
た
(
否
。

帝
展
出
品
が
始
ま
る
の
と
ほ
ぼ
同
時
に
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
が

盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
の
は
、
自
分
本
来
の
芸
術
の
制
作
を
守
る
こ

と
に
よ
り
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
た
め

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
世
間
に
対
し
て
も
自
己
の
存
在
説
明
を

示
す
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
。
実
際
、
彼
の
一
部
展
出
品
作
は
版
画
家

仲
間
に
は
不
評
で
、

「
計
四
が
恩
地
的
で
な
い
」
と
か
「
も
っ
と
タ

ダ
っ
て
ほ
し
い
」
と
批
評
さ
れ
た
し
(
立
、
同
時
期
帝
展
に
は
出
品

し
な
か
っ
た
も
の
の
、
「
創
作
版
画
は
汚
く
て
だ
め
だ
な
ん
で
い
ふ

人
が
あ
る
ん
で
、
い
さ
さ
か
柄
に
な
く
発
奮
」

(
3
し
て
制
作
し
た

《
裸
婦
白
布
》
(
図
お
)
も
、
織
田
一
磨
ら
に
「
以
前
の
モ
ジ
ヤ
モ

ジ
ャ
し
た
味
が
な
く
な
ら
な
い
方
が
い
い
」
(乃
)
な
ど
と
厳
し
く
批
判

さ
れ
た
。
版
画
家
た
ち
が
指
摘
す
る
「
タ
ダ
」
や
「
モ
ジ
ヤ
モ
ジ
ヤ

し
た
味
」
と
い
う
の
は
、
明
ら
か
に
こ
の
時
期
恩
地
が
制
作
し
て
い

た
〈
人
体
考
察
〉
を
は
じ
め
と
す
る
抽
象
版
画
の
こ
と
を
指
し
て
い

え
v

。こ
の
よ
う
な

「
計
画
が
恩
地
的
で
な
い
」
と
い
わ
れ
た
帝
展
出
品

作
に
対
す
る
版
岡
家
仲
間
か
ら
の
厳
し
い
批
評
を
、
思
地
自
身
が
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
彼
は
こ

の
時
期
、
版
画
の
拍
会
的
地
位
の
係
立
と
自
己
の
芸
術
追
求
と
の
は

さ
ま
で
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
反
ア
カ
デ
ミ
ス
ム
を

買
い
て
き
た
恩
地
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
作
家
が
、
い
か
に
権
威
の
あ

る
帝
展
に
入
選
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
の
み
で
画
家
と
し
て
の
充
実

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
は
ず
は
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て

〈
人
体
考
察
v

シ
リ
ー
ズ
は
、
彼
の
存
在
証
明
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
存
在
証
明
を
世
間
に
公
表

す
る
場
と
し
て
、

hm蒋
査
で
定
期
的
に
出
品
で
き
る
版
画
展
と
自
由

な
作
品
発
表
の
で
き
る
版
画
誌
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ

る
。
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
発
表
の
場
が
日
本
創
作
版
画
協
会
展

と
「
風
』
を
は
じ
め
と
す
る
版
画
同
人
誌
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
事
実
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
最
後
に
も
う
一
点
、
前
掲
の

〔〈

p
m
c日
〉
と
〈
人
体
考



28 

察
〉

一
覧

〕

問

シ

リ

ー

ズ

が

『

詩

と

版

画

』
『
港
』

「
風
』
「
民
〉
Z
Pこ

等
い
く

つ
も
の
版
画
同
人
誌
を
発
表
の
場
と
し

て
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
思

地
が
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
を
発
表
し
た
一
九
二

0
年
代
後
半
か

ら
三

0
年
代
前
半
の
時
期
が
、
版
画
同
人
誌
の
刊
行
が
最
も
活
況
を

呈
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
の
背
景
に
は
一
九
二

0
年
代

半
ば
以
後
、
旭
正
秀
の
「
素
抗
社
」
や
中
島
重
太
郎
の
「
創
作
版
回

倶
楽
部
」
、
織
田
一
麿
ら
の
「
洋
風
版
町
会
」
、
川
西
英
ら
の

「
一ニ
紅

会
」
、
料
治
熊
大
の

「白
と
黒
社
」
な
ど
版
画
関
係
の
小
集
団
が

次
々
と
結
成
さ
れ
、
版
画
界
が
活
性
化
し
て
い
た
と
い
う
状
況
が

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
九

一
0
年
代
初
め
か
ら
思
地

を
は
じ
め
と
す
る
版
画
家
た
ち
が
続
け
て
き
た
創
作
版
画
運
動
の
地

道
な
活
動
が
、

一
九
二

0
年
代
半
ば
に
な

っ
て
よ
う
や
く
実
を
結
び

始
め
、
版
画
家
層
の
拡
大
と
版
画
同
人
誌
の
相
次
ぐ
刊
行
を
促
す
状

況
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
土
壊
か
ら
恩
地
の
〈
人
体
考

祭
〉
シ
リ
ー
ズ
が
誕
生
し
た
こ
と
は
い
意
義
深
い
こ
と
で
あ

っ
た
。

に
あ
る
よ
う
に
、

お
わ
り
に

以
上
考
察
し
た
よ
う
に
、
関
東
大
震
災
勃
発
後
か
ら

一
九
二
九
年

ま
で

の
問
に
集
中
的
に
制
作
さ
れ
た
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
は、

日
本
創
作
版
画
協
会
展
や
版
画
同
人
誌
な
ど
、
版
画
界
で
の
発
表
に

限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
当
時
、
帝
展
出
品
作
の
よ
う
に
一

般
の
反
響

を
呼
ぶ
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
思
地
自
身
に
と

っ
て
み
る

な
ら
ば
、
人
体
の
造
形
を
考
察
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
つ
つ
新
し

い
形
式
の
人
体
表
現
を
追
求
し
た
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
新
た
な
る
版
芸

術
の
可
能
性
や
抽
象
絵
画
の
可
能
性
を
追
求
す
る
た
め
の
実
験
の
場

と
し
て
重
要
'な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
本
論
文

で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
〈
人
体
考
察
〉

シ
リ
ー
ズ
の
実

験
的
性
格
は
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
思
地
白
身
の
生
活
と
芸
術
開
削
の

変
化
、

東
京
が
近
代
都
市
へ

と
変
貌
し
て

い
く
社
会
的
変
化
に
と
も

な

っ
て
登
場
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に、

一
九
二

0
年
代
に
勃
興

し
た
大
正
期
新
興
美
術
運
動
や
こ
の
時
期
本
格
的
に
紹
介
さ
れ
た
立

体
派
や
構
成
主
義
な
ど
西
欧
の
新
興
美
術
の
影
響
が
反
映
さ
れ
た
も

の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
思
地
の
一
九
一

0
年
代
の
「
行
情

副
」
と
一
九
二
0
年
代
の
「
考
察
幽
」
と
の
問
に
明
ら
か
な
差
異
が

存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
い
か
に
彼
の
作
品
の
題
名
や
性

質
が
変
容
し
よ
う
と
も
、
そ
の
根
底
に
あ
る
制
作
姿
勢
は

一
貰
し
て

変
わ
ら
な
か

っ
た
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
い
か
な
る
状
況
に
置
か
れ



囚
心
地
に
と
っ
て
ま
ず
第
一
に
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
時

代
の
尖
端
を
行
く
表
現
、
現
在
の
表
現
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
っ

て
、
こ
の
息
地
に
お
け
る
近
代
性
追
求
の
姿
勢
は
、

一
九

↑
0
年
代

か
ら
一

九
二
0
年
代
へ
と
時
が
批
移
す
る
の
に
伴
っ
て
、
揺
ら
ぐ
と

こ
ろ
か
よ
り

一
層
強
固
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
一

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
国心
地
の
関
心
は
人
体
か
ら
音
楽

へ
と
、
よ
り
抽
象
的
で
不
可
担
な
る
も
の
へ
と
移
行
し
て
、
〈
楽
曲

に
よ
る
行
情
〉
と
い
う
新
シ
リ
ー
ス
を
生
み
出
し
、
「
行
出
」
を
詞

関
す
る
。
そ
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
は
、
〈
リ
リ

y
ク
〉

〈
ポ
エ

ム
〉
シ
リ

l
ス
を
中
心
に
新
シ
リ
ー
ズ
を
次
々
と
誕
生
さ
せ
、

彼
が
今
や
「
美
術
の
本
道
」
品
)
と
考
え
て
い
た
抽
象
版
画
の
制
作
に

没
一
蹴
し
て

い
く
。
関
心
地
が
一
九
一
一一O
年
以
降
辿
っ
た
こ
の
よ
う
な
道

を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ

l
ス
の
存
在
意
義
を

い
ま

一
度
問
い
直
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
結
局
、

一
九

一
0
年
代
の

〈
行
情
〉
と
一
九
一
二

0
年
代
か
ら
の
〈
楽
山
に
よ
る
行
情
〉
と
の
聞

の
空
白
を
埋
め
る
重
要
な
作
品
群
で
あ
り
、
川
村
節
点
で
も
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ょ
、
っ
と
も
、
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+工
芸
完
H

悶
配
地
キ
凶
郎
の
〈
行
情
〉
シ
リ
l
ス
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一
九

一

0
年
代
に
お
け
る
型
地
孝
凶
郎
の

「行
情
』
|
竹
久
市
す
こ
と
の
関
係
を

中
心
に

l
」
『現
代
芸
術
研
究
』
筑
波
大
学
芸
術
学
系
五
十
殿
研
究
生
日
式
発

行
二
号
一
九
九
八
年
寸
二
月
一
治
O
l
E
一
頁
参
照
の
こ
と
。

(
2
)

一
線
森
静
雌
「
山
吉
C

ん
の
思
出
」
『
笹
山
£
」
1
7日
一
方
↑
九
三
六
年
八

月

二
七
九
頁
、
長
問
幹
級
一編
「
竹
久
夢
二
年
譜
」
『
夢
二
日
記
4
』
筑

摩
告
一民
一
九
八
七
年
、
原
問
敦
子
「
竹
久
夢
二
の
[
磁
業
美
術
]
活

動
に
つ
い
て
」
『
宮
城
県
美
術
館
研
究
紀
前
文
』
第
四
号

一
九
八
九

年

一

一
O
l
一一

五
賀。

(3)

「
討
と
版
画
』
(
五
号
一
九
二
凶
ヰ
六
月

一一一
六
百
ハ
)
の
「
消
息
」

欄
に
「
凶
心
地
孝
四
郎
氏
鶴
見
花
月
間
少
女
歌
劇
部
に
入
り
パ

J
?
の

担
任
を
依
頼
さ
れ
た
山
」
と
あ
る
。
な
お
、
思
地
点
呼
四
郎
「
過
去
限
紫
」

『エ

y
チ
ン
グ
』
八
六
号
一
九
二
一
九
年
J
l

二
月
九
頁
も
参
照
。

(
4
)

回
心
地
す
四
郎
「
何
に
も
な
ら
な
い
感
想
」
「
瓜
}
一

号
一
九
二
七

4

十

月

四

一一
興。

(5)

藤
井
久
栄
編
『
印
心
地
考
四
郎
と
「
月
映
」
』
主
文
堂

年

四

四

|
凶
六
頁
、

E
sz
s
ε
r
ggω
宅

s
g
p
言
問
。号、
E
N
h

b
ミ

ミ

oxnpH~刊
号
と
さ

T

S
D
ピ
白

~H2
2
t
》
む
ら
円
同
室
、

。
民
一自
己

申

ν=σ
一↑
印一ピ
コ
m
-
En-
-
z
g
ξ
JヘD
円

F

H
∞
∞
何

-

官
官

H
N
O
H
N
吋

(6
)

回心
地
は
版
図
同
人
誌

「胤
』
再
刊

一
号

(
一
九
二
九
年
四
月
)
で
初

一
九
七
六
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め
て
「
人
体
考
察
」
と
い
う
題
名
を
使
い
、
「
人
体
考
察
に
つ
け
る
聞

説
」
と
い
う
小
文
の
中
で
「
人
体
考
察
」
述
作
に
関
す
る
説
明
を
行
つ

-
、
〉
。

A
{、
町

し

V

フ〆一

(
7
)

恩
地
の
一
九
二

0
年
代
の
人
体
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
中
に
は
、

現
在
、
ま
っ
た
く
異
な
る
題
名
を
付
け
ら
れ
た
も
の
、
題
名
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
「
失
題
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
現
在
ま
で
問
シ
リ
ー
ス
に
関
す
る
本
絡
的
な
調
査
が
れ

わ
れ
な
か
っ
た
結
来
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
一
九
九
凶
作
ザ

に
横
浜
美
術
館
で
関
川
枕
さ
れ
た
「
凶
心
地
孝
凹
郎
反
」
の
図
録
中
、
作
品

呑
号
お
の
「
失
題
」
は
「
人
物
」
、
作
品
番
口
弓
防
の
「
顔
」
は
「
人
貌
」
、

作
品
番
号
川
の

「
人
体
考
祭
(
附
)
」
は
「
人
体
部
分
(
版
ご
と
同
定

で
〉
さ
る
。

8 

こ
の
ノ
ト
に
は
、
版
画
制
作
の
過
程
や
エ
ス
キ
|
ス
、
作
品
情
惣

の
他

日
記
と
い
え
る
よ
う
な
文
章
も
合
ま
れ
て
い
る
。
(
現
在
、
思
地

-
'
ふ
所
政
)

9 

一
九
二

0
年
代
に
お
け
る
思
地
の
日
本
創
作
版
間
協
会
出
品
作
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。
(
日
本
創
作
版
間
協
会
民
覧
会
日
銀
、
二
一
木
折
口
火

「
[
資
料
}
日
本
創
作
版
画
協
会
灰
総
出
品
目
録
」
「
和
歌
山
県
立
近
代
美

術
館
紀
前
町
』
第
二
号

一
九
九
七
年
二
一
月
を
参
附
'
し
た
。)

第
二
回
夜
(
一
九
二

O
年
)
《
静
物
V

《
行
情
》
《
行
情
》
〈
人
体
》
{
人

物
》

第
三
回
炭
ご
九
二
一
年
)
《
静
物
}
《
人
物
V

A

人
体
〉
《
旬
子
〉
《
他
物

生
態
観
》

第
四
回
展
(
一
九
二
二
年
)
《
静
物
]
》
《
静
物

2
》
〈
静
物
3

V

A

人
物

l
v
A
人
物
2
V
《
人
物
3
V
《
行
情
]》

《
行
情
2
V
《
画
集
「
幸

祈
」
よ
り
l
第
二
作
}

第
五
回
展
(
一
九
二
三
年
)
《
画
集

「詐
術
」
よ
り
(
第
三
作
)
》

〈
耐
集

「
幸
河
川
」
よ
り
(
第
三
作
)
》
〈
小
像
》
《
旬
子
〉
《
静
物
〉

第
六
日
展
(
一
九
一
一
間
年
)
{
人
貌
》
《
人
体
》
《
静
物
}

第
七

間

反

二

九

二
七
年
)
〈
胸
》
〈
静
物
》
〈
人
物
》
{
奉
(
美
人
凶
季

の
内
)
》
《
夏
(
美
人
四
季
の
内
)
》
《
駄
(
美
人
山
季
の
内
)
〉

《
冬
(
美
人
凶
季
の
内
)
》

第
八
回
間
以
(
一
九
二
八
年
)
《
男
の
首
V

《
午
前
浴
室
》
《
台
湾
風
景
》

《
日
時
》
《
花
》

第
九
回
一
皮
(
一
九
二
九
年
)
{
徽
府
白
布
》
《
宮
加
》
《
人
体
部
分
(
版
)
》

(
叩
)
版
画
誌
『
閉
山
」
は
、
一
九
二
六
年
十
二
月
か
ら

一
九
二
七
年
七
月
の

間
に

一
口
す
か
ら
五
m
す
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た
版
画
誌
『
港
」
を
改
組
し

て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

九
二
七
年
十
月
二
号
)
、
十
二
月

(二
号
)
、
一
九
二
八
年
三
月
(
三
門
一
之
、
七
月

(凹
す
)
、
途
中
中
断
し

て

一
九

一九
年
四
月
(
一
円
刊

一
号
)
、
五
月
(
再
刊
一
戸
?っ
)
、
六
月
(
河

刊
三
口
芝
、
九
月
(
再
刊
四
号
)
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、
加
治
幸
子
編

「
主
袈
創
作
版
耐
誌
総
白
銀
」
(
「
東
京
都
美
術
館
紀
前
官
」
十
七
号
一
九

九
三
年
)
参
照
。

(
日
)
「
誌
と
版
刷
』
九
号
(
一
九
-
一
五
年
一
月
)
に
図
版
渇
紋
。
版
木
が
思
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地
家
に
現
存
し
て
お
り
、
装
に
は
〈
浴
後
V

が
彫
ら
れ
て
い
る
。

(
円
以
)
『
詩
と
版
画
」
八
号
(
一
九
二
四
年
寸

一
月
)
表
紙
に
他
わ
れ
て
い

ワ

hv
o

(
日
)
恩
地
は
、
こ
の
作
品
に
ま
つ
わ
る
次
の
よ
う
な
話
を
の
ち
に
紹
介
し

て
い
る
。
「
過
日
、
僕
ら
の
や
っ
た

『
討
と
版
一
両
』
に
少
女
と
題
し
た
企

類
の
困
を
山
し
た
と
き
に
、
と
ん
で
も
な
い
ピ
ュ
ウ
リ
タ
ン
の
手
に

か
、
り
、
そ
の
手
合
が
見
る
と
ワ
イ
に
見
え
る
ん
だ
そ
う
で
、
か
あ
い

そ
う
に
却
も
な
い
阪
は
焼
か
れ
、
そ
の
あ
と
は
回
目
い
寸
字
架
を
か
い
た

そ
う
で
、
そ
れ
を
得
々
と
そ
の
従
の
祁
託
に
か
い
で
あ
っ
た
」

(
「
女
体

考
察
」
に
添
え
て
)
『
港
』
一
一
五
万

一
九
二
七
均
三
月
二
六
百ハ。

(
M
)

向
竹
口
山
の
有
在
に
つ
い
て
は
、
加
治
辛
子
氏
か
ら
教
示
さ
れ
た
。

(
一
ぬ
)
関
心
地
は
同
作
品
に
関
す
る
文
。
却
を
『
港
』
に
発
表
し
て
い
る
。
「
『
介入

体
考
察
』

に
つ
い
て
」
(
前
掲
注
口
二
六
百
(
)
、
「
気
ま
く
れ
日
記
|
女

体
考
祭
に
!
」
『
港
』
山
口
方
一
九
二
七
年
五
月
頁
付
け
な
し
。

(
凶
)
一
}円〉
2
0〉
」
寸
一
一
一
号

ご

九
二
八
年
一
一一月
)
に
「
『
浴
室
午
前
』
に
つ

き
」
と
い
う
作
品
併
説
が
帰
放
さ
れ
て
い
る
。

(
げ
)
第
七
回
展
の
出
品
約
は
同
定
で
き
ず
。
な
お
、
第
八
回
展
の

二
点
は

発
表
附
同
期
と
題
名
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
『
風
』

一
号
、

『ヱ〉
Z
の
と

オ

一一一
号
の
掲
載
作
品
と
同
一
の
も
の
と
み
な
し
、

「当記
ロ
5
z
o
ど

に
合
め
た
。

(同
日
)
作
品
の
サ
イ
ス
は
「
人
体
部
分

(
腹
こ
が
も
し
「
人
体
考
察

(
胴
こ

で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば

さ
己

×
ω
N
Rヨ
で
、
「主
主
5
20
N」
の
純
誌
掲

戦
作
品
が
最
大
寸
の
品
川
口
川
「
午
前
浴
室
」

で
さ
、
ぇ

NHeN
×
二

-rヨ
だ

っ

た
の
に
比

べ
れ
ば
、
「
大
山
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
展
覧
会
目
録
に
掲

叙
さ
れ
て
い
る
完
他
か
ら
見
て
も
、
第
七
回
第
八
回
展
の
人
体
作
品

が

五

円

十

円

で
あ
る

の
に
対
し
て
、
第
九
回
展

の

「人
体
部
分

(
腹
こ
は
十
五
円
と
高
い
。

一
概
に
倣
段
が
古
附
け
れ
ば
竹
口
川
サ
イ
ズ
も

大
き
い
と
は
一
一
一
日
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
一
つ
の
目
安
に
は
な
る
で
あ
ろ

1

ノ。

(ぬ
)
『
皆
窓
」
四
イ
号

ご

九一
一一九
年
ご
一月

二
O
六
百
(
)

の

「
工
房
初

訪
」
に

「僕
の
作
一
山
の

一
主
題
、
人
体
考
察
で
腹
の
一昨
で
は
た
う
と
、
っ

胃
袋
を
か

い
て
了
っ
た
こ
と
で
あ
る
J

と
あ
る
。

(
却
)
東
京
国
立
近
代
美
術
館
所
蔵
作
品
の
題
名
お
よ
ひ
制
作
年
代
は
、
収

蔵
同
町
に

一
応
付
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
.
題
名
を
「
人
体
考
察
」
、
制
作

年
代
を

一
九
二
七
年
と
す
る
線
拠
は
何
も
な
い
。
ま
た
、
「
瓜
』
仰
向
教
作

品
が
一
九
二
九
年
ま
で
続
い
て
お
り
、
「
百
四
F
2
2
0
・
ど
が
そ
の
後
に
き

て
い
る
こ
と
か
ら
も
制
作
年
代
は

一
九
二
九
年
以
降
と
州
制
定
さ
れ
る
。

(
幻
)
恩
地
の
作
品
に
は
、
こ

の
他
に
も
〈

人
体
考
祭
〉
連
作
に
含
ま
れ
る

と
思
わ
れ
る
竹
口
聞
が
存
抗
し
て
い
る
が
、
制
作
品
咋
代
お
よ
び
作
品
名
の

ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
も
の
は
除
外
し
た
。
な
お
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
サ

ヴ
ア
卜
・

ス
ウ
イ
ン
ト
ン
は
、
問
心
地
の
〈
人
体
考
察
〉
シ
リ
ー
ズ
は
全

部
で
約
二
十
点
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
(
前
掲
、
任

5

ご
一

O

l
一
二
七

百
ハ
)
筆
者
が
除
外
し
た
も
の
を
合
め
る
と
的
か
に
約
二
十
点
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
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(
辺
)
恩
地
孝
凹
郎
「
挿
入
ス
ケ

y
チ
附
一
言
口
」
『
工
房
鮒
記
』
鰍
ハ
風
館

凹
二
年

一ニ
O
七
頁
。

(
幻
)
回
心
地
孝
四
郎
「
過
去
捜
紫
」
前
川
内
(
注
3
)

九百ハ。

(M)

図心
地
孝
四
郎
「
過
去
捜
紫
」
前
掲
(
ぽ

3
)

九
頁
、
思
地
孝
四
郎

「
ゆ
め
|
政
一
話
歌
劇
小
山
集
」
新
生
設
一
九
三
五
年
凶
月
一
一
八

-実
可
。

(
お
)
息
地
孝
凹
郎
「
何
に
も
な
ら
な
い
感
惣
」
前
掲

(注
4
)

問
O
l
凹

二
頁
。

(
お
)
同
前
。

(
幻
)
同
前
。

(
お
)
拙
稿
「

一
九
一

0
年
代
に
お
け
る
恩
地
孝
四
郎
の
『
行
陥
』
l
竹
久

夢
二
と
の
関
係
を
中
心
に
1

」
前
掲
(
注
j
)

四
四
l
四
六
百
ハ
。

(
却
)
思
地
孝
四
郎
「
挿
人
ス
ケ
ッ
チ
附
一
五口
」
前
掲
(
注
辺
)

一二一

一
資
。

(
お
)
思
地
孝
四
郎
「
人
体
考
察
に
つ
け
る
国
税
」
『
風
』
百
円
刊

i
号

一
九

二
九
年
四
月
間
四
四
五
頁
。

(
幻
)
『
問
問
」
再
刊
一
口
す
一
九
二
九
年
四
月
頁
付
け
な
し
。

(
犯
)
閃
芯
地
孝
四
郎
「
挿
入
ス
ケ
Y

チ
附
一
言
」
前
掲
(
注
幻
)

一一一一一

十貝
。

(
お
)
総
井
久
栄
一
編
『
間
心
地
孝
四
郎
と
「
月
映
」
」
前
掲
(
注

5
)

四
四
真
。

(
訓
)
息
地
孝
凶
郎
「
私
の
版
画
作
将
」
吋
封
筒
と
版
図
』
九
号

一
九
二
五
年

一
月

二
六
真
。

同
前
。

淘
好
弘

「
日
本
の
ア

l
ル

ヌ

l
ヴ
ォ

l
一
青
土
社

36 35 

1L 
dヒ
}¥ ブL

一
五
O
頁。

思
地
は
『
書
窓
』
十
三
糸
二
号
(
一
九
四
二
年
二
月
頁
付
け
な
し
)

の
番
好
欄
で
朝
日
新
聞
社
刊
『
生
浬
学
」
を
紹
介
し
、
自
分
が
少
年
時

代
医
者
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
、
そ
れ
以
来
自
分
の
「
医
学
趣
味
、

人
体
科
学
趣
味
は
ず
っ
と
続
い
て
ゐ
る
」
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
本
が
面

白
い
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。

(お
)
大
槻
怒
二
と
は

「月
映
』
時
代
か
ら
の
友
人
で
、

一
九
一
二
年
七
月

に
は
共
に
内
在
社
を
結
成
し
、
月
刊
綜
合
芸
術
叫
刊
誌
『
内
在
』
を
創
刊

し
た
関
係
に
あ
る
。

(
ぬ
)
思
地
孝
問
郎
「
人
体
領
」
『人
文
」
一

九
二
六
年
五
月
(
『
工
房
利
記
』

蹴
ハ
風
俗
一
九
四
二
年
に
雨
付
録
、
二
八

一
支
)
。

(
刊
)
同
前
二
九

一一
奥。

(
引
)
泌
井
折
口
郎
「
行
情
の
形
式
」
「
凶
心
地
孝
四
郎
反
|
色
と
形
の
詩
人
」
展

凶

録

横

浜

美

術

館

、
宮
城
県
美
術
館
、
和
歌
山
県
立
近
代
美
術

館

一
九
九
四
年
十
月

一
六
頁
参
照
。

(
位
)
息
地
孝
四
郎

「
人
体
内

h

」
前
掲
(
、任
m
m
)

二
九
O
頁。

(刊
)
同
前

二
九
二
典
。

(
糾
)
中
川
紀
元
弓
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
頃
」
『
美
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
山
一
二

号

-
-九六
三
年

八

月

間

O
頁。

(
品
)

現
時
点
で
ア
ク
シ
ョ
ン
と
の
人
的
交
流
に
つ
い
て
判
明
し
て
い
る
こ

と
は
、

一
九
二
三
年
十
月
に
ア
ク
シ
ョ
ン
と
尖
広
社
の
メ
ン
バ
ー
が
合

流
し
て
結
成
し
た
パ
ラ
y
ク
従
飾
社
が
、
未
来
派
音
楽
家
と
い
わ
れ
た
、

37 

年
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綜
合
芸
術
雑
誌
『
内
在
」
の
一
光
同
人
一
七
川
義
一
の
演
奏
会
を
一
九
二
四

年
四
月
五
日
に
企
画
し
た
こ
と
で
あ
る
。
「
内
在
」
は
思
地
が
中
心
と

な
っ
て
九
先
行
し
て
い
た
同
人
誌
で
あ
る
。
な
お
、
同
誌
の
同
人
と
し
て

浅
野
玄
府
の
名
が
あ
る
が
、
ア
ク
シ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー
浅
野
一
茄
府
と
何

ら
か
関
係
す
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

(
必
)
五
十
殿
利
治
『
大
正
期
新
興
美
術
運
動
の
研
究
』
ス
カ
イ
ド
ア

一

九
九
五
年
四
五
凹
頁
。

(
灯
)
「
『
ア
ク
シ
ョ
ン
』
第
一
回
造
形
美
術
展
覧
会
目
録
」
掲
載

一
九一一

三
年
四
月
。

(必
)
荻
原
恭
次
郎

「死
刑
宣
告
』
長
降
舎
蓄
広

一
九
二
五
年
寸
月
、
向

書
に
は
問
団
龍
夫
、
綬
木
喜
芳
、
柳
川
桃
人
、
矢
橋
公
開
層
、
戸
田
迷
雄
、

高
見
沢
川
町
直
ら
の
リ
ノ
カ
y
ト
に
よ
る
挿
絵
が
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、

問
団
龍
夫
の
リ
ノ
カ
ァ
ト
は
十
五
点
。

(
的
)
前
掲
(
任
日
)
で
触
れ
た
よ
う
に
、
{
人
体
}
の
版
木
は
回
心
地
家
に
現

存
し
て
お
り
、
同
作
品
が
一
版
一
色
の
大
胆
な
構
成
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

(
叩
)
「
自
ク
ソ
耳
ク
ソ
」

『
ア
ト
リ
エ
」
創
刊
号
一
九
二
四
年
二
月
六

一一
貝
、
川
路
柳
姐
「
現
代
日
本
の
美
術
界
(
一
四
)
」
「
中
央
美
術
』
十

一
巻
六
号
一
九
二
五
年
六
月
五
十
頁
、
五
寸
殿
利
治

「〈
マ
ヴ
オ
〉

党
議

1
M
V
を
め
ぐ
っ
て
」
「
季
刊
武
蔵
野
美
術
」
七
六
号
一
九
八
九

年
七
月
八
十
頁
参
照
。

(
日
)
浅
野
徹
「
立
体
派
、
未
来
派
と
大
正
期
の
絵
画
」
『
東
京
国
立
近
代
美

術
館
年
報
」
昭
和
五
十
一
年
度
九
九
一

O
O
頁。

(
臼
)
囚
心
地
孝
四
郎
「
市
内
華
鏡
日
」
『
風
』
一
号
一
九
二
七
年
十
月

-
一
六
百
(
O

(
日
)
神
原
泰
『
未
来
派
研
究
』
イ
デ
ア
詣
院
一
九
二
五
年
、
思
地
の
蔵

窪
田
に
こ
の
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。

(
民
)
向
人
M

刊
誌
『
ワ
ル
ト
』
一
九

一
七
年
九
月
号
に
発
表
し
た
も
の
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
の
雑
誌
は
未
見
で
あ
る
。

(
日
)
五
十
殿
利
治
『
大
正
期
新
興
美
術
運
動
の
研
究
』
前
抱
(
注
必
)
一
一
一

三
四
頁
。

(筋
)
神
原
泰
「
定
本
神
原
泰
詩
集
』
昭
森
有
一
九
六
一
年
(
こ
の
詩
は

一
九
一
七
年
の
紘
一
一
応
-
新
潮
』
に
発
表
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

総
認
が
と
れ
な
か
っ
た
。
)

(
幻
)
回
心
地
孝
四
郎
「
人
体
判
明
」
前
掲
(
什
は
お
)
↑
一
九
O
頁。

(
お
)
浅
野
徹
「
立
体
派
、
未
来
派
と
大
正
期
の
絵
画
」
前
掲
(
任
日
)

O
O
T封
。

(臼
)

た
と
え
ば
、
中
川
紀
元
(
一
九
一
二
年
帰
国
)
、
矢
部
友
衛
(
一
九
二

二
年
帰
国
)
、
墜
'
田
重
-太
郎
(
一
九
二
二
年
帰
国
)
な
ど
。

(
印
)
恩
地
孝
凶
郎
「
人
体
領
」
前
傾
(
注
お
)
二
九
O
頁。

(
山
山
)
神
原
泰
「
立
体
派
の
発
生
」
『
み
づ
ゑ
』
二

O
九
号
一
九
二
二
年
七

月
一

一
一
頁
、
中
川
紀
元
「

J

ピ
カ
ソ
と
立
体
派
」
同
前
二
六
頁
、
神

原
泰
「
近
時
の
ピ
カ
ソ
」
『
中
央
美
術
』
九
巻
八
号
一
九
二
三
年
八

一一

O
頁
、

一
凶
頁
、
隣
岸
義
一
「
カ
メ
レ
オ
ニ
ズ
ム
へ
の
白

}J 
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転
」
「
ア
ト
リ
エ
』
六
巻
九
号

一
九
二
九
年
九
月
六

一
頁。

(
臼
)
昭
心
地
孝
四
郎
「
カ
メ
レ
オ
ン
の
如
く
」
『
ア
ト
リ
エ
』
十
巻
一
号

九
三
三
年
一
月
三
六
三
八
頁
。

(
臼
)
一
九
一

一
年
四
月
、
恩
地
は
東
京
美
術
学
校
予
備
科
彫
刻
利
製
造
部

志
望
に
入
学
し
た
。
(
「
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
」
第
二
巻
ぎ
ょ
う
せ

い
一
九
九
二
年
四
八
六
一
良
)

(
臼
)

一
九
一
四
年
十
月
開
催
の
第
一
回
港
屋
展
覧
会
に
は
泥
人
形
《
苔
Y

一
九
二
O
年
五
月
開
催
の
初
個
展
(
兜
底
面
全
)
に
は
土
偶
六
点
を
出

品
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
感
情
』
一

九

一
九
年
九
月
号

(一二
二
頁
)
で
は

室
生
犀
星
が
「
恩
地
は
、
彫
刻
の
小
口
川
を
も
う
十
ば
か
り
作
っ
た
。
」
と

報
告
し
て
い
る
。
翌
年
開
催
の
個
展
用
の
作
品
か
。
な
お
、
恩
地
家
に

は
恩
地
孝
四
郎
が
大
正
矧
に
制
作
し
た
と
旧
い
わ
れ
る
石
習
に
よ
る
小
像

数
点
と
一
九
三
0
年
代
に
作
っ
た
繰
り
人
形
数
占
'
が
現
存
し
て
い
る
。

(
日
)
ザ
ツ
キ
ン
の
作
品
は
ま
ず
中
川
紀
元
の
紹
介
に
よ
っ
て
一
九
一
一

一
年

九
月
開
催
の
第
八
回
二
科
展
に
出
品
さ
れ
た
。
(
デ
y
サ
ン
、
グ
ワ

γ

シ
ユ
な
ど
三
占
…
)
次
い
で
、
一
九
二
二
年
四
月
に
「
オ
シ

y
プ
・
ザ
ツ

キ
ン
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
(
於
東
京
仲
間
の
文
化
学
院
、
雑
誌
『
明

星
」
主
催
)
こ
の
展
覧
会
は
藤
田
桐
治
の
紹
介
で
矢
部
友
衛
が
託
さ
れ

た
も
の
で
、
石
井
柏
亭
が
協
力
し
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

ザ
ッ
キ
ン
は
二
科
展
の
常
連
と
な
る
。
ア
ル
キ
ベ
ン
コ
の
紹
介
に
つ
い

て
は
本
文
で
後
述
。

(
侃
)
恩
地
孝
四
郎
「
気
ま
ぐ
れ
臼
記
」
「港
』
凶
号

一
九

二
七
年
五

月
頁
付
け
な
し
。

(町
)
恩
地
孝
四
郎

「
美
術
に
於
け
る
光
|
課
題
に
よ
っ
て
」
『
科
学
と
芸

術
」
一

九
三
凶
年
三
月
(
「
工
房
雑
記
』
に
再
録
一
五
二
|
一
五
六

頁
)

(
侃
)
恩
地
の
親
友
で
あ
っ
た
藤
森
静
雄
は

一
九
二
四
年
六
月
の
「
欧
州
絵

画
展
」
に
出
品
さ
れ
た
ア
ル
キ
ペ
ン
コ
の
作
品
を
実
見
し
、
そ
の
こ
と

を

「ア

i
キ
ペ
ン
コ
初
め
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
見
て
」
(
「
詩
と
版
画
}

六
号
一
九
二
四
年
七
月
二
四
頁
)
と
い
う
文
章
に
記
し
て
い
る
の

で
、
図
心
地
も

一
緒
に
見
た
可
能
伯
も
あ
る
。

(
印
)
五
十
殿
利
治
『
大
正
期
新
興
美
術
運
動
の
研
究
」
前
掲
(
注
必
)

二

三
九
頁
。

(
初
)
同
前
二
六
四
頁
。

(
九
)
ワ
ル
ワ
i
ラ
・
フ
プ
ノ
ワ
(
小
野
英
輔
・
小
野
俊
一
訳
)
「
現
代
に
於

け
る
ロ
シ
ア
絵
画
の
帰
趨
に
就
て
」
『
田
翁
ぷ
十
三
号

一
九
二
二
年
十

月

七

五

l

一一

O
頁
。
な
お
、
日
本
で
の
ブ
プ
ノ
ワ
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
五
十
殿
利
治
『
大
正
期
新
興
美
術
運
動
の
研
究
」
(
、
任
必
)
お
よ

び
「
ブ
ブ
ノ
ワ
区
∞
由

HEω
」
展
図
録
(
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
、

宮
城
県
美
術
館
一
九
九
五
年
四
月
)
を
主
に
参
照
し
た
。

(η)
ブ
ブ
ノ
ワ

「印
刷
図
面
に
つ
い
て
」

「
み
づ
ゑ
』
二
三
九
号
一

九
二

五
年

一
月
二
|
四
頁
。

(
刀
)
拙
稿
「
平
井
博
と
版
画
荘
に
つ
い
て
「
創
作
版
画
」
専
門
函
廊
の

誕
生
と
一
九
三
0
年
代
の
版
画
|
」
「
芸
術
学
研
究
』
二
号
一
九
九
八



年
一
一
一
月
九
1

一
八
頁
。

(
九
)
藤
井
久
栄
編
首
心
地
孝
四
郎
と
「
月
映
」
」
前
掲
(
注

5
)

五
三
頁
。

(
市
)
拙
稿
「
息
地
孝
四
郎
の
帝
展
出
品
作
を
め
ぐ
っ
て

l
帝
国
美
術
院

展
と
創
作
版
踊
運
動
l
」
「
芸
術
学
研
究
』
四
号
二

0

0

0
年一一一

月

一

一

i
二
O
頁。

(
市
)
恩
地
は
帝
展
出
品
を
日
本
創
作
版
画
協
会
へ
の
義
理
で
行
っ
た
と
述

べ
て
い
る
。
(
「
お
嬢
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
版
画
の
思
地
氏
」
「
東
京
朝
日

新
聞
」
一
九
二
七
年
十
月
一
三
日
七
百
)

(
打
)
山
本
鼎
「
帝
展
の
版
画
」
「
版
画

h
F
C忠
六
号
一
九
二
九
年
十
二

月

五

l
六百(。

(
花
)
「
日
本
創
作
版
画
協
会
第
九
回
展
合
評
録
」
「
版
画
h
F
d
E

二
号
一

九
二
九
年
五
月
四
頁
。

(
乃
)
同
前
。

(
初
)
思
地
は
一
九
五
二
年
九
月
に
間
程
し
た
「
思
地
孝
四
郎
新
作
版
画
展
」

目
録
で
、
「
抽
象
又
は
非
対
象
は
既
に
美
術
の
本
道
で
あ
る
べ
き
で
す
。
」

と
述
べ
て
い
る
。

く
わ
は
ら

の
り
こ
)
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@1 思地孝llJ:lm¥(人体)192451'- 木版 E 紙 30.8 
X2:3.5cm 東京国立近代美術館

図3 思 j也孝凹郎 (td.本考察)1927年木

版・紙 21. :3 X 14 . 6cm r i4~ j 2 1予所

Jj~ 

1m 2 思地孝四郎〈人体・少女)192511三 木
j坂・紙 18.ox 12. 8cm r詩と版図j

11-1予所Jj}(
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図5 思地孝四日[1(人体考察 No.3衣つけたる〉

1929年木版.~~~ li. 3 x 11. 9cm n乱j

湾問 i号所収

区17 思地孝四日[1{人体考察No.5 JrD 1929 
年ネ:)坂・紙 14.5x 16. Ocm r風j
降 [iJ1号所収

図4 .11:1• 地主手間 r!日〈努の首} 1927.1f: 水

i坂・ 1氏 19.0x 13. Ocm fJ¥li¥J 1号
所i民

図 6 患i地孝凶郎〈人体考察No.4!@i) 1929 
:lf:. 木版-紙 16. 0 x 12. 5cm r風j
TヰrlJ1号所11文



図 9 思 地 孝 ILLJnl¥ {人体部分(i青)}1929 
iF. 木w;.紙 37.6X30.4cm 東京国

立近代美術館

38 

関8 思地 孝 Illlf!l¥ (人体部分 (JI長)}1929 
il': 木 版 紙 32.0x 22. 8cm 東京国

立近代美術館

図10 恩地学問自1¥(女体について)r感情.120号(l91Siド6J引所収
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図12 重松岩吉〈人体}1923ir rアクションj第一回

造形美術展覧会作品目録

図13 村山知義〈美しき少女等に持ぐ)1923if. illl彩
カンヴァス-コラ ージュ 93.5X80‘Ocm 'f間人波

図11 息地孝四郎〈線形の苦しみ

皿〉 木版.kJ~ 19. 9X8. Ocm 
公判Jf月映j[[I号 (191/1年12
Jj)所収



図15 r河田龍夫〈タミ題〉 リノプJット

紙 15.OX 11. Ocm 萩!京恭次郎詩集

f死刑立告.1(長F主主滋:陪 1925年)所

JjY 

悶17 rマヴォ j7 -¥予 192551:8月30.1x 
22.8cm 

40 

図14 矢橋公!密〈貴族の(~) リノカット

紙 19.7 x 16. 3cm rマヴ対 14号

(1924ilミ10月)所JjY_

図16 nitU [，IJ刊号表紙(思地孝四郎装験)

1 927ij.ミ10FJ 23.4 x 16.1cm 和歌山県
立近代美術館



41 

図19 パプロ・ピカソ〈詩人の顔〉 一氏義良 f立
{本派未来派-表現派j(アルス 19241，判
所収

巴118 ノ〈プロ・ピカソ〈マンドリンを持てる

女) 1910!'r:: i立体派と後期印象派J(向

j¥麦全l: 1916年)所収



12122 思1m孝 1mnl¥ (海にゐる人物)1929 
11三 木版，紙 23.OX 14. Ocm 1iM人政

42 

|翠20 アルキペンコ〈鋭の]IIJの女)J916 
年矢古(;友 (16rアルキペンコj(アル

ス J9261!')所JIY

IZl21 アjレキペンコ〈よとと肱掛格子}1918 
11'.矢部友衛「アルキペンコ1(ア

ルス 1926il~ )所収
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回23 ポポーワ〈絵画的i¥.'f-浮彫}忠，;W，J13号
(1922年10月)所llx

~124 フ'ブノワ (1日Z国i) 1925(.ド石版(#科目 1:R~ìI:m ) 
紙 45.0><35. Ocm 特犠製紙株式会社資料fiut¥!'，
viii室



図25 思地若手凹自1I{幼女浴後}1927:11'. 木版・紙 47.0X
32.0cm 個人蔵

悶26 思i也孝l!):]fHI{楳!爵|当布}1929Ij土 木版 -紙 23. OX37. 3cm llQl人j該
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